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―
―
城
西
国
際
大
は
、
創
立
25
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
25
年
間

の
大
学
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
ど

の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
ま
す
か
。

現
在
で
は
千
葉
県
で
２
番
目
の
学

生
数
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
す
。

　
「
城
西
国
際
大
学
は
、
千
葉
県

の
東
金
、
鴨
川
と
東
京
の
紀
尾
井

町
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
、
社
会

科
学
系
、
人
文
科
学
系
、
福
祉
・

医
療
系
の
8
学
部
10
学
科
と
大
学

院
、
留
学
生
別
科
な
ど
を
擁
す
る

国
際
的
総
合
大
学
に
発
展
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、
そ
も
そ
も
『
新

し
い
大
学
』
を
目
指
し
ま
し
た
の

で
、
古
く
か
ら
の
大
学
に
は
な
い

新
規
の
学
部
・
学
科
や
研
究
科
・

専
攻
を
設
置
し
ま
し
た
。
い
わ
ば

新
し
い
大
学
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
（
構

造
）
を
提
示
し
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
新
し

い
が
ゆ
え
に
高
校
生
や

地
域
の
方
々
に
は
、
具

23

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
と
り
に
く
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
25
周
年
を
機
に
さ
ら
に
大
き
な

飛
躍
を
目
指
し
、
新
し
い
部
分
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
大
学
と
し
て

『
具
体
的
に
動
く
』
こ
と
、
そ
し
て

教
育
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

学
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
し
て
い
き

た
い
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

吸
い
上
げ
、
醸
成
し
、
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

設
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
地
元
、
周

辺
自
治
体
、
地
域
の
住
民
の
方
の
さ

ま
ざ
ま
な
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

よ
う
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。
国
際
的
な

総
合
大
学
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
存
在

は
大
き
い
と
考
え
ま
す
」

―
―
現
在
、
海
外
提
携
校
は
約

１
７
０
校
を
誇
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
い
な
が
ら
異
文
化
体
験
が
で
き

る
な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。
大

学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
そ

の
理
念
、
方
針
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
「
国
に
よ
っ
て
言
語
や
文
化
も
違

い
ま
す
。
価
値
観
も
違
う
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
交
流

す
る
。
留
学
生
が
多
く
学
ぶ
Ｊ
Ｉ

Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
そ
の
多
文

化
共
生
の
舞
台
で
す
。
今
春
、
国

際
人
文
学
部
を
卒
業
し
、
こ
の
秋

に
、
南
米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
に
青
年

海
外
協
力
隊
隊
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
山
口
萌
さ
ん
（
21
㌻
に
紹
介
）

で
す
が
、
交
換
留
学
生
と
し
て
外

国
の
大
学
に
学
ん
だ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
で
の
海
外
研
修
に
参
加
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
な
ど
を
通
し
て
、

国
際
協
力
の
道
を
選
ん
だ
、
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ

ん
に
は
、
欧
米
諸
国
だ
け
で
は

な
く
、
開
発
途
上
の
国
々
に
も

目
を
向
け
、
多
文
化
共
生
を
経

験
し
て
ほ
し
い
で
す
」

新
理
事
長
に
上
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明
氏

未
来
を
拓
く

25
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を
機
に
さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
を

「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
で
学
ん
で
こ
そ
人
材
が
育
つ
」を
示
し
た
い

明
日
に
向
か
っ
て

　学校法人城西大学は９月８日の理
事会において、新理事長に上原明氏

（学校法人城西大学理事・評議員、大
正製薬ホールディングス株式会社 代
表取締役社長）を選任いたしました。
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ぎ

林ば
や
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堅け
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次じ 

学
長

し
て
大
学
も
色
々
な
地
域
貢
献
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
東

金
や
観
光
学
部
の
あ
る
鴨
川
は
、
い

ず
れ
も
千
葉
県
の
都
市
部
で
は
な

く
、
過
疎
化
が
始
ま
っ
て
い
る
地
域

（
地
方
圏
）
で
す
。
大
学
と
近
隣
地

域
は
運
命
共
同
体
、
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
と
協

働
し
て
、
共
に
新
し
い
も
の
を
創
造

し
て
い
く
『
共
創
』
が
必
要
で
す
。

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
観
光
・
健
康

と
い
っ
た
点
を
視
野
に
入
れ
、
地
域

振
興
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
千
葉
県
の
東
側
・
南

側
の
ゾ
ー
ン
は
、
一
層
の
振
興
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
田
空
港
と
い

う
日
本
の
玄
関
か
ら
、
人
々
が
千
葉

県
東
部
に
も
南
部
に
も
や
っ
て
来
る

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

を
は
じ
め
、
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
め
る
素
晴
ら
し
い
環
境
を
学
生

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台
に
今
後
は
、
ど

の
よ
う
な
方
針
で
ど
の
よ
う
な
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
「『
Ｊ
Ｉ
Ｕ
で
学
ん
で
こ
そ
…
…
』

と
い
う
環
境
つ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
た
い
。
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
『
地
域
・
国
際
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
先
進
的
教
育
を
行
う
大
学

に
』を
掲
げ
ま
し
た
。日
本
、ア
ジ
ア
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
で

す
。
い
ま
も
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
学
生
ら
が
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾

な
ど
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

『
Ｊ
Ｉ
Ｕ
で
学
ん
で
こ
そ
人
材
が
育

つ
』
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ(

情
報
技
術)

が
進
化
し
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
も
多
用
さ
れ
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
、
生
き
る
う
え
で
の
倫
理
観
が
大

事
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学

生
の
み
な
さ
ん
に
は
、大
学
で
学
び
、

研
究
す
る
中
で
、
倫
理
観
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
姉
妹
大
学
の
城
西
大
学
を
含

め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ぶ
中
心
点
と

し
て
東
京
・
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す

か
。

　
「
東
京
の
真
ん
中
に
あ
り
、
皇
居

に
も
っ
と
も
近
い
大
学
の
一
つ
で

す
。
こ
の
利
点
を
十
分
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。
例
え
ば
、
す
ぐ
近
く
に

国
会
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を

利
用
し
、
勉
強
・
研
究
に
励
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
本
人
学
生
だ
け
で

な
く
、
留
学
生
に
と
っ
て
も
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
び
や
す
い
環

境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
1
日
に
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
で
初
の
大
学
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
城
西
国
際
大
・
城
西
大
・
城
西

短
期
大
学
の
3
大
学
に
よ
る
も
の
で

す
。
学
生
が
『
創
っ
て
い
く
』
―
―

意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
大
学
の
新

し
い
歴
史
の
始
ま
り
、
と
言
え
る
で

し
ょ
う
」

富
山
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
薬
学
専
攻
（
修

士
課
程
）
修
了
。
薬
学
博
士
（
岐
阜
薬
科
大
学
）

取
得
。
米
ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
ユ
タ
大
学
留
学
。

講
師
、
助
教
授
な
ど
を
経
て
城
西
大
学
薬
学
部

教
授
。
ま
た
、
薬
学
部
長
、
城
西
大
学
・
城
西

国
際
大
学
副
学
長
を
歴
任
し
た
後
２
０
１
７
年

４
月
城
西
国
際
大
学
学
長
。日
本
薬
剤
学
会
賞
、

Shukri D
istinguished Keynote Lecture 

Aw
ard

、
日
本
動
物
実
験
代
替
法
学
会
功
労
賞

な
ど
授
賞
。
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科

学
大
学
の
名
誉
博
士
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

未
来
を
拓
く

ご あ い さ つ

2

氏　　名	 上原　明（うえはら	あきら）
生年月日	 1941年4月5日
出	身	地	 東京都
最終学歴	 1966年		3月	 慶應義塾大学経済学部卒
職　　歴	 1966年		4月	 日本電気株式会社入社
	 1977年		4月	 大正製薬株式会社入社
	 1982年		6月　	 代表取締役社長
	 2011年10月	 大正製薬ホールディングス株式会社
	 	 代表取締役会長兼社長
	 2013年		6月	 大正製薬ホールディングス株式会社
	 	 代表取締役社長（現任）

留	学	歴	 1964年		5月	 ミズーリヴァレーカレッジ　卒
	 1964～65年	 ダートマス大学タックビジネススクール

団体役員	 日本大衆薬工業協会　会長（1997年5月～2001年4月）
及び委員	 世界大衆薬協会　会長（1999年6月～2002年11月）
	 アジア太平洋セルフメディケーション協会	会長（2016年10月～）
	 上原記念生命科学財団　理事長（2013年5月30日～）

	 城西大学	 評議員・理事（1979年1月8日～）
	 	 理事長（2017年9月11日～）
	 成蹊学園	 評議員（1988年3月27日～）
	 	 評議員会議長（2002年3月24日～2012年3月23日）
	 	 理事　（1998年3月～）
	 慶應義塾大学	 評議員（1990年11月～）
	 	 理事　（2006年11月～）　　　　　　　　　	以上

略 歴

　このたび学校法人城西大学理事長の職をお受けすることとなり、あ
らためてその職責の重さを感じています。
　 今回の会計調査委員会の設置・報告により、学生、同窓生のみな
さま、ご父母のみなさま、教職員をはじめ、関係の皆様方に大変ご心
配をおかけしたことを心よりお詫び申し上げます。この事態を真摯に
受け止め、今後はコンプライアンスの徹底に務め、再発防止に取り組
んでまいります。
　1965 年に水田三喜男先生によって創立された学校法人城西大学
は、埼玉県坂戸市、千葉県東金市・鴨川市、東京紀尾井町と首都圏横
断的にキャンパスを展開する総合大学へと発展してきました。私が、
義祖父上原正吉、父堀田庄三より聞いておりました三喜男先生は、「日
本の将来を背負ってたつような気骨を持った人材を育てる教育こそ最
も重要である」というお考えを持ち、人の意見によく耳を傾け、謙虚
且つ人を温かく包むお人柄であられたとのことでした。私も創立者の
建学の精神を大切に守り、大学の発展に全力を尽くす所存です。
　学生時代に学び、体験することは非常に貴重で、今後の人生に大き
な影響を与えます。私は、若きころ、大学を休学して米国に留学する
機会を得、そこで、多様な民族、言語、宗教、文化等に接することを
通して、物事に対する柔軟な見かた、考えることの重要性を実感しま
した。その後入社した日本電気では、通信衛星打ち上げの国際プロジェ
クト、コンピュータの米国からの技術導入に従事する機会が与えられ
たのですが、学生時代の経験が実際の仕事に大いに活かせたと思いま
す。学生諸君には、本学で過ごす中で、視野を広げる意義深い経験を
してほしいと願っています。
　城西大学、城西短期大学、城西国際大学の三大学が一致し、地域に
貢献でき、国際的に活躍できる人材の育成に取り組んでまいりたいと
存じますので、皆様方のご支援を賜りますよう何卒よろしくお願い申
し上げます。
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／
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次

表
紙
の「　
　
　

」は
、辻つ

じ

元も
と

大だ
い

雲う
ん

さ
ん
に
よ
る

も
の
で
す
。辻
元
さ
ん
は
、毎
日
書
道
会
理
事
、

書
道
芸
術
院
理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
の「
第
69
回
毎
日
書
道
展
」で
最
高
賞

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。千
葉
県
袖
ケ
浦
市
在
住
。

題
字
に
つ
い
て
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―あれも、これも
　　あった

ＪＩＵの「動き」ＪＩＵの「動き」

―あれも、
　これもあった

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」

　城西国際大学は、社会科学系、人文科学系、
自然科学系、福祉・医療系の８学部 10 学科と
大学院、留学生別科などを擁する国際的総合大
学。アジア地域をはじめ米国・欧州の 30 カ国、
約 170 の大学と提携している。千葉県の東金
市・鴨川市、東京紀尾井町にキャンパスがある。

学部
看護学部――看護学科
薬学部――医療薬学科
福祉総合学部――福祉総合学科・理学療法学科
環境社会学部――環境社会学科
経営情報学部――総合経営学科
メディア学部――メディア情報学科
国際人文学部――国際文化学科・国際交流学科
観光学部――ウェルネスツーリズム学科

大学院
人文科学研究科――国際文化専攻（修士課程）
▼女性学専攻（修士課程）▼グローバルコミュ
ニケーション専攻（修士課程）▼比較文化専攻

（博士後期課程）
経営情報学研究科――起業マネジメント専攻

（修士課程）▼起業マネジメント専攻（中小企
業診断士登録養成課程・修士課程）▼起業マネ
ジメント専攻（博士後期課程）
福祉総合学研究科――福祉社会専攻（修士課程）
ビジネスデザイン研究科――ビジネスデザイン
専攻（修士課程）
薬学研究科――医療薬学専攻（博士課程・４年
制）
国際アドミニストレーション研究科――国際ア
ドミニストレーション専攻（修士課程）

留学生別科
日本文化・ビジネス専修課程
日本語専修課程

生涯教育（シニア・ウェルネス大学）
　2006 年から地域の方の生涯教育を推進する
ためシニア・ウェルネス大学が開校された。運
動や健康を志向した教育研究活動の蓄積、健康
と福祉をはじめとする幅広い人的 ･ 知的資源に
基づき、これからの地域社会が解決すべき課題
に貢献することが大学の役割の一つであると考
えられたからである。
　シニア・ウェルネス大学での１年次は、「健
康・体力づくり基礎コース」で実技および講義
が行われる。生活習慣病予防の家庭でできる運
動やリズム体操などの実技、食生活のチェック
や老化予防の知識などの講義が展開されてい
る。２年次は、「健康・体力づくり実践コース」
で、ヨガ、エアロビックダンスなどの実技やウェ
ルネスにおけるリーダー講習などが組まれてい
る。春学期は４月、秋学期は９月に開講されて
いる。講義や実技はＪＩＵの教員や外部講師が
指導する＝写真。また、大学の学部授業の受講
ができることや図書館など大学施設も利用でき
る。修了者には「シニア・ウェルネス大学修了
証書」が授与される。

て
、
協
働
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

■

就
職
面
談
会

　

恒
例
の

「
就
職
面
談

会
」
が
３
月

13
日
、
千
葉

市
幕
張
の
ホ

テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
＝
写

真
。
今
年

は
、
６
月
１

日
か
ら
選
考

が
開
始
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
正
式

内
定
が
出
さ
れ
る
―
―
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。「
氷
河
期
」
と
呼
ば
れ

た
就
職
難
の
時
期
と
比
べ
、
雇
用
環

境
は
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
就
職
戦
線
は
厳
し
い
。

　

会
場
に
は
、
一
般
企
業
、
薬
学
、

福
祉
関
連
施
設
２
４
０
社
の
人
事
担

当
者
の
方
が
集
ま
り
、
福
祉
総
合
・

環
境
社
会
・
経
営
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
・

国
際
人
文
・
観
光
の
６
学
部
の
３

年
生
（
薬
学
部
は
５
年
生
）
の
約
７
０
０

人
の
学
生
が
就
職
面
談
に
臨
ん
だ
。
毎
年
、

こ
の
就
職
面
談
会
で
20
～
30
人
の
学
生
が

「
内
々
定
」
を
も
ら
う
と
い
う
。
各
ブ
ー
ス

で
は
、
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
を
し
た
り
、

メ
モ
を
と
る
学
生
の
姿
が
目
立
っ
た
。

■

青
少
年
交
流
事
業

　

７
月
８
日
、
東
金
市
の
青
少
年
交
流
事

■

農
業
大
学
と
提
携

　

東
金
市
に
あ
る
千
葉
県
立
農
業
大
学
校

と
は
、
環
境
社
会
学
部
の
開
設
を
機
に
講

師
派
遣
・
施
設
共
同
利
用
な
ど
教
育
連
携

を
実
施
し
て
き
た
が
、
教
育
連
携
協
定
を

正
式
に
締
結
、３
月
６
日
に
調
印
式
を
行
っ

た
。

　

調
印
式
に
出
席
し
た
石
橋
清
孝
県
議
会

議
員
と
志
賀
直
温
東
金
市
長
か
ら
は
「
地

域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
開

発
や
地
域
人
材
育
成
に
向
け
た
協
働
、
そ

し
て
地
域
貢
献
活
動
に
大
い
に
期
待
を
寄

せ
ら
れ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い

た
。

　

協
定
締
結
を
機
に
、
千
葉
県
立
農
業
大

学
校
学
生
の
微
生
物
実
験
実
習
を
薬
学
部

で
実
施
す
る
ほ
か
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
成

分
分
析
を
活
用
し
商
品
化
に
向
け
た
検
討
、

農
業
担
い
手
育
成
就
農
支
援
な
ど
に
つ
い

業
「
新
た

な
『
絆
』

の
交
流
会
」

の
一
環
と

し
て
、
友

好
交
流
都

市
の
長
野

県
安
曇
野

市
の
児
童

20
名
と
東

金
市
の
児

童
35
名
が

来
学
し
、
留
学
生
と
英
語
で
の
交
流

会
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　

城
西
国
際
大
学
は
世
界
30
か
国
か

ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今

回
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

留
学
生
が
交
流
会
に
参
加
し
た
。
こ

の
交
流
会
は
昨
年
11
月
よ
り
行
わ
れ

て
お
り
、
地
域
と
世
界
を
繋
げ
る
活

動
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
留
学
生
と

小
学
生
た
ち
が
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
輪
に
な
っ
て
英
語
の
遊
び
歌
を

唄
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

東
金
青
年
の
家
に
移
動
し
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

作
り
に
挑
戦
。
自
ら
火
を
起
こ
し
、
飯
ご

う
で
米
を
炊
き
、
カ
レ
ー
も
手
作
り
だ
っ

た
。
こ
の
交
流
会
に
参
加
し
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
の
留
学
生
の
ア
リ
シ
ャ
さ
ん
は「
覚

え
た
日
本
語
の
実
践
の
場
に
な
っ
た
」
と

話
し
、「
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
可
愛
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

■

秋
季
入
学
式

　

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
９
月
15
日
、
秋
季

入
学
式
が
あ
り
、
欧
州
を
中
心
と
し
た
20

カ
国
・
地
域
の
留
学
生
ら
計
３
９
１
人
が

希
望
を
胸
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。 

　

杉
林
堅
次
学
長
が
「
学
問
に
よ
る
人
間

形
成
と
い
う
理
念
を
胸
に
勉
学
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
な
く

地
域
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
留
学
の
真
の

さ
ん
（
26
）
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
＝
が
「
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
の
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
大
学
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、勉
学
に
励
み
ま
す
」と
宣
誓
し
た
。

薬
学
領
域

は
も
ち
ろ

ん
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

や
観
光
領

域
で
も
交

流
で
き
る
」

と
謝
辞
を

述
べ
た
＝

写
真
。

　

ま
た
、杉
林
学
長
は
「T

he A
F

P
S 

N
agai D

istinguished S
cientist 

A
ward

」
も
受
賞
。
こ
の
賞
は
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｓ 

（A
sian F

ederation for 
P

harm
aceutical Sciences

） 

創
設

者
で
あ
る
永
井
恒
司
氏
の
功
績
を
称

え
、
ア
ジ
ア
で
特
に
優
れ
た
薬
学
研

究
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
杉

林
学
長
は
11
月
に
中
国
・
廈ア

門モ
イ

市
で

開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
大
会
に
お
い

て
、
受
賞
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

■

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
か
ら

  

柴
特
任
教
授
に
国
家
功
労
賞

　

９
月
11
日
、
柴
宜
弘
特
任
教
授
・
城
西

中
欧
研
究
所
副
所
長
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

共
和
国
か
ら
長
年
に
わ
た
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
史
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
史
）
研
究
の

成
果
が
認
め
ら
れ
、
国
家
功
労
章
を
受
賞

し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
で
は
、
中
欧
の
研
究
や

交
流
に
注
力
し
て
い
る
。
中
欧
（
Ｖ
４
）

諸
国
へ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
お

雇用環境改善も依然として厳しい戦線

ポーランド、ハンガリーの留学生に新たな「絆」

「私の周りの人たちの努力によるもの」

■

Ａ
Ｓ
Ｐ

　

８
月
１
日
～
21
日
の
日
程
で
、
ア
ジ
ア
・

サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
が
中
国
・

広
東
外
語
外
貿
大
学
で
開
か
れ
た
。
６
回

目
の
開
催
と
な
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
は
、６
カ
国
（
日

本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
）
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
毎
年
開
催
国
を
変
え
て
実
施
し

て
い
る
。
今
回
、
６
カ
国
を
合
わ
せ
て
約

１
１
０
名
の
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
た
。
現
地
で
は
、
企
業
見
学
、
観
光
ツ

ア
ー 

、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ッ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
た
。

■

杉
林
学
長
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

　 

名
誉
博
士
号

　

８
月
６
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｍ
Ｓ
Ｕ

（M
anagem

ent &
 Science U

niversity

）

は
、
杉
林
堅
次
学
長
の
国
際
的
な
薬
学
で

の
研
究
者
と
し
て
の
学
術
活
動
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
と
の
共
同
教
育
へ
の

貢
献
に
対
し
て
、
名
誉
博
士
号
を
授
与
し

た
。
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
卒
業
式
に
お
い
て
、
授
与

式
が
行
わ
れ
た
。

　

杉
林
学
長
は
「
こ
の
名
誉
博
士
は
私
個

人
よ
り
私
の
周
り
の
人
た
ち
の
努
力
に
よ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
Ｍ
Ｓ
Ｕ
は
城
西
大
学
・
城

西
国
際
大
学
・
城
西
短
期
大
学
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
交
流
が
可
能
だ
と
思
う
。
病
院
や

ホ
テ
ル
を
有
す
る
大
学
で
す
の
で
、
看
護
・

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、

チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
開
講
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
欧
出
身
の
留
学
生
も
在
籍
し
て
お

り
、
交
流
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

成
果
が
得
ら
れ

る
で
し
ょ
う
」

と
激
励
。
学
生

を
代
表
し
、
国

際
人
文
学
部
の

ナ
ジ
・
ド
ー
ラ

■

Ｕ
Ｃ
Ｒ
研
修

　
「It is a nursing that has been 

associated with a diverse culture.

」（
看

護
と
は
多
文
化
と
つ
き
あ
う
仕
事
で
あ
る

と
学
ん
だ
。）
―
―
看
護
学
部
１
年
生
の
感

想
で
あ
る
。

　

５
月
13
日
、
１
年
生
全
員
（
１
０
９
名
）

が
９
日
間
の
ア
メ
リ
カ
研
修
に
出
発
し
た
。

こ
の
研
修
は
今
年
で
６
回
目
で
、
開
学
か

ら
の
提
携
校
で
あ
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｒ
）
で

行
っ
て
い
る
。
滞
在
中
は
Ｕ
Ｃ
Ｒ
周
辺
の

55
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
。

　

研
修
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
の
時
期
に
医

療
の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

医
療
・
看
護
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
て

専
門
教
育
へ
の
動
機
づ
け
と
す
る
た
め
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
ま
た
、
看
護
に
と
っ

て
重
要
な
文
化
理
解
能
力
の
ス
キ
ル
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近

郊
の
２
つ
の
病
院
の
見
学
、R
iverside 

C
om

m
unity C

ollage 

看
護
学
部
の
看
護

学
生
と
の
交
流
、U

C
R

 M
edical School

の
見
学
を
行
い
、
米
国
の
医
療
・
看
護
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

■

戴
帽
式

　

９
月
９
日
、
看
護
学
部
の
戴
帽
式
＝
写

真
＝
が
あ
っ
た
。
医
療
機
関
で
の
看
護
実

習
を
控
え
た
１
年
生
の
男
女
１
０
９
人
が

対
象
。
近
隣
自
治
体
・
医
療
関
係
者
ら
が

見
守
る
中
、
看
護
学
部
教
員
か
ら
男
子
は

左
腕
に
ワ
ッ
ペ
ン
を

授
章
さ
れ
、
女
子
は

真
っ
白
な
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
戴
帽
し

た
。学
生
た
ち
は「
奉

仕
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
永
遠
に
看
護
の

道
を
進
む
」
と
誓
い

の
言
葉
を
全
員
で
唱
和
し
、
決
意
を
新
た

に
し
た
。
今
年
は
看
護
学
部
開
設
か
ら
６

年
目
。
学
生
た
ち
は
12
月
か
ら
近
隣
の
医

療
機
関
で
看
護
実
習
に
入
る
。 

■

ち
ば
薬
・
薬
・
学
合
同
学
術
大
会

　

３
月
４
日
、
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
ち
ば
薬
・
薬
・
学
合
同
学
術
大
会

２
０
１
７
」
が
開
か
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
は
高
齢
化
へ
の
対
応

や
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
、
変
革
期
を
向
か

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
山
積
す
る
多
く

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
病
院
、
薬
局

や
大
学
の
薬
剤
師
・
教
員
が
協
力
す
る
こ

と
は
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
千
葉
県
で
は

こ
れ
ま
で
、
千
葉
県
薬
剤
師
会
主
催
の
「
ち

ば
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
千
葉
県
病
院
薬

剤
師
会
の
「
会
員
研
究
発
表
会
」
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
２
０
１
５
年
度

よ
り
両
会
が
合
同
で
「
ち
ば
薬
・
薬
・
学

合
同
学
術
大
会
」
を
開
催
し
、病
院
薬
剤
師
、

薬
局
薬
剤
師
、
さ
ら
に
は
大
学
関
係
者
と

の
連
携
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

城
西
国
際
大
学
で
は
２
０
１
５
年
度
よ

り
地
域
薬
剤
師
会
と
連
携
し
、
検
体
測
定

室
の
地
域
へ
の
普
及
を
図
っ
て
き
た
。
検

体
測
定
室
は
薬
局
で
も
実
施
で
き
る
簡
便

な
血
液
検
査
を
行
う
場
所
で
、
地
域
住
民

の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目
指
し
た

取
組
み
だ
。

■

第　

回
薬
学
国
際
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

７
月
24
日
、提
携
校
で
あ
る
タ
イ
の
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
薬
学
部
か
ら
プ
リ
ー
・

ア
ナ
ン
タ
チ
ョ
テ
ィ
准
教
授
（
国
際
共
同

教
育
部
門
長
）
を
招
き
、
第
20
回
薬
学
国

際
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
こ
の
日

は
５
年
生
が
11
週
間
に
わ
た
る
病
院
・
薬

局
実
務
実
習
を
終
え
、
大
学
に
戻
っ
て
き

た
日
で
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
世
界
と
の
出
会
い

が
新
し
い
薬
学
へ
と
導
く
―
―
超
高
齢
社

会
を
迎
え
た
先
進
国
の
医
療
保
険
制
度
に

お
け
る
独
自
性
と
工
夫
―
―
」
と
し
て
、

日
本
の
医
療
現
場
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終

え
た
ば
か
り
の
学
生
に
向
け
て
、
プ
リ
ー

先
生
の
専
門
の
医
療
保
険
制
度
の
基
本
的

な
考
え
方
、
そ
し
て
、
先
進
主
要
国
の
医

療
保
険
制
度
に
見
ら
れ
る
独
自
性
や
超
高

齢
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

プ
リ
ー
先
生
は
、
各
先
進
国
が
少
子
高

齢
化
で
医
療
の
財
政
負
担
が
急
増
す
る
中
、

高
額
医
療
費
を
必
要
と
す
る
患
者
の
増
加

を
ど
う
防
ぐ
か
。
国
民
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
仕
方
や
日
本
で
置
き
換

え
る
と
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
医
療
保
険
制

度
の
運
営
を
任
せ
、
地
域
間
相
違
を
認
め

て
い
る
国
な
ど
も
紹
介
し
た
。
ま
た
最
後

に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
医
療
保
険
制
度

を
理
解
し
て
、
よ
り
よ
い
制
度
に
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

　

薬
学
国
際
教
育
セ
ミ
ナ
ー
は
、

２
０
０
９
年
11
月
か
ら
定
期
的
に
開
催
さ

れ
、
国
際
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
国
内
外

の
薬
剤
師
、
大
学
教
員
、
そ
し
て
、
研
究

者
を
招
い
て
学
術
的
な
講
演
会
を
行
っ
て

い
る
。

■

ベ
ト
ナ
ム
人
と
交
流
会

　

７
月
６
日
に
、
福
祉
総
合
学
科
介
護
福

祉
士
コ
ー
ス
の
１
年
生
と
ベ
ト
ナ
ム
人
介

護
福
祉
士
候
補
者
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
研
修
生
）
と

の
交
流
会
を
幕
張
国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
＝
写
真
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
研
修
生
は
母

国
ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本
語
研
修
の
後
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
た
め
に

来
日
し
て
い
る
。

　

介
護
福
祉
コ
ー
ス
の
学
生
は
、
基
礎
ゼ

ミ
の
授
業
の
中
で
制
作
し
た
「
紙
相
撲
」

を
準
備
し
て
参
加
し
た
。
国
は
異
な
る
が
、

同
じ
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す

と
い
う
共
通
の
目
標
が
あ
る
中
で
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
ベ
ト
ナ
ム
介
護
福
祉
士
候
補
者

は
、
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
経
済
連
携
協
定
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
外
国
人
の
就
労
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
分
野
に
お
い
て
、
日
本
・

ベ
ト
ナ
ム
の
二
国
間
の
協
定
に
基
づ
き
公

的
な
枠
組
み
で
特
例
的
に
受
け
入
れ
て
い

る
。

　

交
流
前
は
「
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し

た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
」
と
学
生

は
不
安
な
様
子

だ
っ
た
が
、
今

回
の
交
流
会
を

通
し
て
、
学
生

は
「
ベ
ト
ナ
ム

の
方
々
が
熱
心

に
日
本
語
と
介

護
福
祉
士
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

自
分
た
ち
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
来
年
も
開
催
さ
れ
る
。

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
高
校
生
も
参
加
し

て
ほ
し
い
。

■

体
験
型
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

８
月
23
日
、
環
境
社
会
学
部
の
体
験
型

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。
多

田
充
教
綬
が
学
部
を
紹
介
し
た
あ
と
、
深

沢
茂
樹
教
授
が
「
現
代
の
環
境
・
社
会
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
体
験
授
業
を
行
っ

た
。「 

わ
た
し
た
ち
人
間
は
、
地
球
の
長

い
歴
史
の
中
の
ご
く
短
い
時
間
の
間
に
、

地
球
の
資
源
を
使
い
な
が
ら
豊
か
で
便
利

な
生
活
を
手
に
入
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で

環
境
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

が
現
在
の
環
境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
説
明
し
、
環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
通

し
て
、
参
加
者
に
環
境
・
社
会
へ
意
識
を

持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
て
い
た
だ
い

た
。

　

続
い
て
、
中
村
智
香
助
教
が
「
香
り
と

環
境
」
に
つ
い
て
授
業
。
生
物
に
と
っ
て

生
存
や
種
の
保
存
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
香
り
。
そ
の
作
用
に
つ
い
て
生

物
的
観
点
か
ら
説
明
し
た
あ
と
、
実
際
に

植
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
精
油
（
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
）を
用
い
て
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
り
、
香
り
の
自
身
へ
の
作
用
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

本
学
は
、
国
際
大
学
で
あ
り
、
多
く
の

海
外
の
大
学
と
提
携
し
て
い
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
川
口
健
夫
教
授
が
「
世
界
で
環

境
を
学
ぶ
」
に
つ
い
て
授
業
を
行
っ
た
。

「
環
境
社
会
学
部
海
外
研
修
」
は
イ
ギ
リ
ス

看
護
学
部

薬
学
部

城西国際大学

20

福
祉
総
合
学
部

環
境
社
会
学
部

３
９
１
人
が
希
望
を
胸
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト

□
各
学
部
で
は



　

10
月
１
日
、
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
第

１
回　

城
西
大
学
、
城
西

国
際
大
学
、
城
西
短
期
大

学　

合
同
大
学
祭
「JO

SA
I 

T
R

IV
E

R
S

IT
Y

 F
E

S

」

（
ト
ラ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

フ
ェ
ス
）
を
開
催
し
た
。

　
「
３
大
学
の
学
生
が
通
う

67

や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
な
ど
で
環
境
問
題

や
政
策
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
実

地
に
研
修
し
、
ま
た
現
地
の
学
生
と
交
流

を
図
り
な
が
ら
文
化
に
つ
い
て
も
学
ん
で

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
の
様
子
を
、
写

真
を
用
い
て
紹
介
し
た
。
こ
の
あ
と
、
国

武
陽
子
准
教
授
が
「
き
み
も
生
態
学
者 

～

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験
・
晩
夏
編
～
」

の
体
験
授
業
を
行
っ
た
。

■

ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

　

コ
ン
テ
ン
ス
ト

　

３
月
23
日
、「
明

日
を
切
り
拓
く
た

め
の
挑
戦
」
と
題

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ

ン
ス
ト
が
実
施
さ

れ
た
＝
写
真
。

　

産
学
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
株
式
会

社
バ
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
社
の

ブ
ラ
ン
ド A

Z
U

L
 by m

oussy

に
つ
い

て
、
経
営
情
報
学
部
の
学
生
が
個
人
や
グ

ル
ー
プ
で
調
査
研
究
し
、
企
業
様
に
提
案

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
3
年
生
と
2
年
生

か
ら
３
グ
ル
ー
プ
７
名
の
学
生
達
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら

A
Z

U
L

 by m
oussy

に
対
す
る
提
案
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
の

方
々
が
審
査
し
、
学
生
に
と
っ
て
は
自
分

達
の
ア
イ
デ
ア
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
を
試

す
、良
い
機
会
と
な
っ
た
。
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
予
定
の
時
間
を
越
え
て
活
発

に
質
問
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

■

生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

コ
ー
ス
の
庄
雲
茘
さ
ん
、
李
思
卓
さ
ん
＝

中
国
出
身
＝
が
東
金
市
の
街
波
通
信
社
で

の
研
修
で
中
国
語
表
示
に
よ
る
「
東
金
生

活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
制
作
し
た
。
メ
デ
ィ

ア
学
部
で
は
３
年
次
の
夏
季
休
暇
の
時
期

に
１
～
２
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
を
設
定
し
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育

の
見
地
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
や
働
く
意
味
を
理
解
し
、
さ

ら
に
は
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
東
金
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
よ
り
中

国
人
留
学
生
に
と
っ
て
生
活
利
便
性
が
高

ま
り
そ
う
だ
。

■

日
韓
共
同
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

―
―
「
コ
ッ
チ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　

韓
国
の
東
西
大
学
の
学
生
た
ち
と
と
も

に
日
韓
合
作
映
画
『
コ
ッ
チ
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

を
製
作
し
た
＝
写
真
。
5
月
23
日
に
そ
の

予
告
編
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
が
公
開
さ
れ
た
。

　

１
９
３
０
年
代
に
韓
国
・
済
州
島
か
ら
千

葉
県
鴨
川
市
に
や
っ
て
来
た
海
女
と
、
そ

の
血
を
受
け
継
い
だ
日
本
の
女
子
大
学
生

と
釜
山
か
ら
の
留
学
生
と
の
出
会
い
を
中

心
に
、
１
０
０
年
に
わ
た
る
家
族
の
つ
な

が
り
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
映
画
製
作

の
準
備
は
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
始
ま
り
、

学
生
た
ち
は
20
世
紀
か
ら
約
１
０
０
年
の

日
韓
の
近
代
史
を
研
究
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
重
ね
撮
影

に
臨
ん
だ
。

　

監
督
は
城
西
国
際
大
学
の
中
川
冬
馬
さ

ん
、
女
子
大
学
生
役
に
は
井
上
佳
奈
さ
ん
、

韓
国
か
ら
の
留
学
生
役
に
は
東
西
大
学
の

キ
ム
・
ホ
ド
ン
さ
ん
。
主
演
の
コ
ッ
チ
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
は
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
助
演
女
優

賞
を
受
賞
し

た
女
優
の
宮

下
順
子
さ
ん

を
迎
え
た
。

　

真
夏
の
安

房
鴨
川
で
厳

し
い
暑
さ
に

耐
え
な
が
ら
、

製
作
を
通
し

て
日
韓
の
学

生
た
ち
は
大

き
な
絆
で
結
ば
れ
た
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮

影
に
お
い
て
は
鴨
川
市
役
所
を
始
め
、
市

立
図
書
館
、
地
元
の
旅
館
や
民
宿
、
そ
し

て
観
光
学
部
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
鴨
川
市
に
実
在

す
る
済
州
島
出
身
の
海
女
の
お
墓
が
あ
る

寺
院
や
地
元
の
名
所
、
観
光
地
を
取
り
上

げ
た
こ
と
で
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
に

お
い
て
も
多
く
の
人
々
に
広
く
安
房
鴨
川

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
っ
た
。

■

ザ
ン
ビ
ア
大
使
館
か
ら

　

７
月
12

日
、
在
日
ザ

ン
ビ
ア
共
和

国
大
使
館

の

V
ictor 

M
um

ba

一
等

書
記
官
が
杉

林
学
長
を
表

敬
訪
問
＝
写

真
＝
し
、
国

際
交
流
学
科
で
講
演
を
行
っ
た
。M

um
ba

一
等
書
記
官
は
、
２
０
１
４
年
に
ザ
ン
ビ

ア
大
使
か
ら
手
渡
さ
れ
た
本
学
発
行
の
英

字
新
聞
『JIU

 T
IM

E
S

』
を
読
み
、
城
西

国
際
大
学
を
知
っ
た
と
い
う
。
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
推
進
力
に
驚
き
、
ぜ
ひ

と
も
訪
問
し
、
多
彩
な
留
学
制
度
や
多
く

の
国
か
ら
の
留
学
生
受
入
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
知
り

た
い
、
ま
た
、
ザ
ン
ビ
ア
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
生
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
思
い
が

今
回
の
表
敬
訪
問
と
な
っ
た
。

　

杉
林
学
長
と
と
も
に
懇
談
し
た
吉
田
朋

彦
副
学
長
・
国
際
人
文
学
部
長
・
国
際
教

育
セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
城
西
国
際
大
学
が

輩
出
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
、
在

学
中
の
短
期
・
長
期
の
留
学
経
験
が
契
機

と
な
り
、
成
長
し
た
語
学
力
と
異
文
化
理

解
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

力
が
社
会
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

う
」
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
際
交
流
学
科
生
を
対
象
に

し
た
英
語
に
よ
る
講
演
で
は
、
留
学
経
験

を
有
す
る
学
生
も
出
席
し
、
南
部
ア
フ
リ

カ
の
中
央
に
位
置
す
る
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国

の
行
政
や
産
業
、
そ
し
て
観
光
に
つ
い
て
、

説
明
を
い
た
だ
い
た
。
世
界
第
８
位
の
銅

生
産
量
や
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

世
界
一
の
落
差
を
誇
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
瀑

布
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
興
味
深
い
話
が

多
く
、
講
演
後
の
英
語
で
の
質
疑
応
答
で

は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
直
接
動
物
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ラ
イ
セ
ン
ス
の
し
く
み
や
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
網
目
の
あ
る
樹
木
な
ど

に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

城
西
国
際
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、
国
際
協
力
や
国
際
開
発
に
も

注
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
国
際
教

育
の
拡
大
と
充
実
に
取
組
ん
で
い
く
。

■

第　

回
さ
く
ら
祭
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

４
月
４
日
に
「
第
11
回
さ
く
ら
祭
り
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｉ
ｎ
嶺
岡
中
央
林
道
」
を

開
催
し
た
。
女
子
駅
伝
部
と
一
緒
に
、
新

入
生
を
中
心
と
す
る
観
光
学
部
の
学
生
と

市
民
の
約
１
５
０
名
が
陽
春
の
林
道
を
散

策
し
、
鴨
川
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
た
。

　

参
加
者
は
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
太
海

駅
を
経
由
し
創
立
者
水
田
三
喜
男
先
生
の

生
家
ま
で
の
約
12
㌔
を
歩
き
、
嶺
岡
林
道

の
自
然
、
歴
史
、

文
化
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
観
光
学
部

の
２
・
３
年
生
は
、

創
立
者
生
家
（
母

屋
、
長
屋
門
）
や

句
碑
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
っ
た

り
、
野
点
や
カ

フ
ェ
で
参
加
者
を

も
て
な
し
た
。

■

マ
レ
ー
シ
ア
元
観
光
大
臣
が
来
校

　

７
月
７
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
元
観
光
大
臣

の
ン
・
イ
ェ
ン
イ
ェ
ン
博
士
が
鴨
川
市
の

亀
田
郁
夫
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
亀
田

市
長
と
は
日
本
や
鴨
川
の
観
光
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
ン
・
イ
ェ

ン
イ
ェ
ン
博
士
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
演
タ
イ
ト
ル
は
“B

randing 
K

am
ogawa T

ourism

”
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
ま
ず
は
一
人
ひ
と
り
が
鴨

川
の
魅
力
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
強
み
を

活
か
し
た
取
り
組
み
と
弱
み
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
提
言
し
、鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
や
地
酒
の
寿じ

ゅ

萬ま
ん

亀が
め

な
ど
の
具
体

例
を
交
え
て
講
演
さ
れ
た
。
ま
た
学
生
た

ち
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
魅
力
を
観
光

客
に
効
果
的
に
紹
介
す
る
た
め
の
鴨
川
の

観
光
資
源
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
学
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

観
光
学
部
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
留
学

生
が
外
国
人
観
光
客
向
け
の
千
葉
県
周
遊

ガ
イ
ド
の
制
作
協
力
、
千
葉
県
の
「
チ
ー

バ
く
ん
大
使
」
や
「
鴨
川
市
国
際
観
光
応

援
隊
」
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
千
葉
県
や

鴨
川
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

経
営
情
報
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
部

観
光
学
部

国
際
人
文
学
部

□
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

11
多
く
の
困
難
が
あ
り
な
が
ら
、
何
と
か
仲

間
た
ち
で
協
力
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
第
１
回
合
同
大
学
祭
を

３
大
学
の
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

方
々
と
も
繋
が
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」

と
開
催
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

合
同
大
学
祭
で
は
、
城
西
国
際
大
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
の
各
ゼ
ミ
が
運
営
に
協
力
し

た
。
舞
台
構
成
、
音
響
設
備
、
会
場
演
出

な
ど
の
分
野
で
専
門
的
に
勉
強
し
て

い
る
ゼ
ミ
学
生
が
日
々
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
、
大
学
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
演
劇
部
に

よ
る
公
演
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ア
イ
ド
ル
部
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
や
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
来
場

者
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

１
階
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
学
生
お
笑

い
コ
ン
ビ
に
よ
る
漫
才
や
ヨ
ー
ヨ
ー

演
武
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ゲ
ス

ト
出
演
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｕ
学
友
会
吹
奏
楽

部
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
外
部
団
体
に

よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
公
演
も
行
わ
れ

た
。

　

教
室
発
表
部
門
で
は
、
メ
デ
ィ
ア

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
の
大
学
祭
を
」

と
の
各
大
学
の
学
生
か
ら
の
希
望
に
よ
り
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
実
現

と
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
杉

林
学
長
ら
３
大
学
の
学
長
が
「
愛
が
あ
る

大
学
で
の
大
学
祭
で
す
」
な
ど
と
挨
拶
し

た
あ
と
大
学
祭
実
行
員
会
の
城
西
大
学
代

表
の
理
学
部
２
年
山
森
君
が
「
開
催
に
は

学
部
の
映
像
体
験
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
体

験
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
留
学
生
に
よ
る
文
化
紹

介
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、寿
司
、

や
き
そ
ば
、
お
で
ん
、
焼
き
サ
ン
マ
な
ど

の
屋
台
も
特
設
さ
れ
、
人
気
を
集
め
た
。

　

地
域
に
住
む
多
く
の
方
も
来
場
し
、
理

学
部
の
学
生
に
よ
る
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
や
粒
粒
ア
イ
ス
販
売
、
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
ま

た
メ
デ
ィ
ア
学
部
学
生
の
特
殊
メ
イ
ク

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
本
格
派
お
化
け
屋
敷

は
、
入
場
す
る
の
に
1
時
間
も
か
か
る

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
来
年
も
「JO

SA
I 

T
R

IV
E

R
SIT

Y
 F

E
S

」（
ト
ラ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
フ
ェ
ス
）
で
お
会
い
し
た
い
。

■

水
田
三
喜
男
記
念
国
際
賞

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
創
立
50
周
年
を

記
念
し
て
「
水
田
三
喜
男
記
念
国
際
賞
」

を
創
設
し
、
２
月
７
日
、
伊
藤
若
冲
ら
江

戸
時
代
の
日
本
絵
画
の
再
評
価
に
大
き
な

貢
献
を
し
た
財
団
「
心
遠
館
」
の
館
長
で

あ
る
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
氏
に
贈
呈
、
授

与
式
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
っ
た
。

　
「
水
田
三
喜

男
記
念
国
際

賞
」
は
創
立
者

水
田
三
喜
男
が

日
本
の
復
興
・

発
展
に
尽
く
し

た
事
績
に
思
い

を
致
し
、
そ
の
精
神
を
体
し
て
著
作
あ
る

い
は
実
践
行
動
に
お
い
て
日
本
経
済
・
社

会
・
文
化
の
活
性
化
と
発
展
に
顕
著
な
貢

献
を
し
て
き
た
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
。

　

ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
氏
は
米
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
生
ま
れ
の
87
歳
。
１
９
５
５
年
頃
か

ら
日
本
の
絵
画
の
収
集
を
始
め
た
。
63
年

に
初
来
日
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ

せ
た
。
81
年
に
「
心
遠
館
」
を
設
立
し
、

88
年
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
に
寄
託

さ
れ「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン（
日

本
美
術
館
）」
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

氏
の
収
集
は
個
人
で
は
最
大
の
若
冲
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
有

数
の
江
戸
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

長
い
間
研
究
者
た
ち
に
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
江
戸
時
代
の
個
性
的
な
画
家
た
ち
を
発

掘
し
た
だ
け
で
な
く
、日
本
に
お
け
る
様
々

な
展
覧
会
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
作
品
を

積
極
的
に
貸
し
出
す
な
ど
、
近
年
の
若
冲

ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

■

Ｖ
４
＋
日
本 

移
民
問
題
セ
ミ
ナ
ー

　

２
月
22
日
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
Ｖ
４
＋
日
本
」
セ
ミ
ナ
ー
が
、
学
校
法
人

城
西
大
学
と
外
務
省
・
Ｖ
４
諸
国
の
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
５
度
目
の
本
学
共

催
と
な
る
今
回
は
、
Ｖ
４
議
長
国
で
あ
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
提
案
で
移
民
問
題
を

テ
ー
マ
と
し
、
16
カ
国
を
超
え
る
各
国
大

使
館
員
、
大
学
研
究
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係

かわいらしいフラダンサーも、大学祭に友情出演

□
法
人
本
部
で
は

初
の
３
大
学
合
同
大
学
祭

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

ASEAN 留学生による文化紹介

学生のインタビューに答え
るプライス夫妻

―あれも、これも
　　あった

ＪＩＵの「動き」ＪＩＵの「動き」

―あれも、
　これもあった

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」



者
ら
約
70
名
が
参
加
し
た
。

　

議
長
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
し
て

ピ
ョ
ト
ル
・
シ
ョ
ス
タ
ッ
ク
臨
時
代
理
大

使
が
基
調
講
演
を
行
い
、「
昨
年
は
Ｖ
４

発
足
25
周
年
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
だ
年
で

あ
っ
た
が
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
影
響
な

ど
も
あ
り
Ｖ
４
諸
国
も
困
難
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
１
）
現
在
の
移

民
危
機
の
原
因　

２
）
移
民
問
題
に
お
け

る
Ｖ
４
の
政
策　

３
）
日
本
か
ら
見
た
移

民
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■

水
田
三
喜
男
記
念
館
が
完
成

 　

学
校
法
人
城
西
大
学
が
創
立
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て

城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス

（
埼
玉
県
坂
戸

市
）
で
建
設
を

進
め
て
き
た
水

田
三
喜
男
記
念

館
が
完
成
し
、

３
月
28
日
、
竣

工
式
を
行
っ

た
。

　

記
念
館
は
、
地
上
２
階
建
て
約

１
８
０
０
平
方
㍍
。
講
堂
、多
目
的
ス
ペ
ー

ス
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
ル
ー
ム
な
ど
を
備

え
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
は
日
本

の
戦
後
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
水
田
三

喜
男
の
生
涯
と
大
学
の
歴
史
を
、
勲
一
等

旭
日
大
綬
章
や
各
国
か
ら
の
勲
章
、
執
務

机
、
大
礼
服
な
ど
約
１
０
０
点
の
ゆ
か
り

の
品
々
や
写
真
、
映
像
で
再
現
し
て
い
る
。

■

中
国
訪
問

　

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
は
、
６
月
４

日
～
９
日
の
日
程
で
、中
国
の
天
津
、大
連
、

瀋
陽
地
域
に
あ
る
７
つ
の
提
携
校
を
訪
問

し
、
友
好
関
係
の
継
続
と
交
流
の

推
進
を
は
か
っ
た
。 

　

天
津
で
は
、
天
津
外
国
語
大
学

を
訪
問
し
、
修
剛
学
長
を
は
じ
め

と
す
る
大
学
代
表
と
の
面
談
。
天

津
外
国
語
大
学
と
は
、
２
０
０
８
年
か
ら

城
西
国
際
大
学
と
の
共
同
教
育
が
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、
現
在
、
日
本
語
学
院
、
国

際
メ
デ
ィ
ア
学
院
、
浜
海
外
事
学
院
と
大

学
院
（
修
士
課
程
）
か
ら
毎
年
多
く
の
学

生
が
、
留
学
し
て
い
る
。

　

５
日
に
は
大
連
外
国
語
大
学
へ
表
敬
訪

問
。
劉
宏
学
長
と
会
談
し
、
こ
れ
ま
で
の

両
大
学
の
交
流
を
振
り
返
る
と
共
に
、
大

連
外
大
・
城
西
の
連
携
推
進
を
話
し
合
っ

た
。

　

６
日
は
、
大
連
理
工
大
学
の
王
寒
松
党

委
書
記
を
表
敬
訪
問
し
た
。
王
書
記
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
大
連
理
工
大
学
と
の
交
流
に

つ
い
て
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
今
後
も
一
層

の
交
流
推
進
を
約
束
し
た
。
続
い
て
、
奨

学
金
の
授
与
式
と
13
回
目
と
な
る
「
水
田

三
喜
男
記
念
文
庫
」
の
贈
呈
式
を
行
い
、

文
庫
の
目
録
が
贈
ら
れ
た
。 

　

７
日
に
は
、
瀋
陽
市
に
お
い
て
、
提
携

校
の
魯
迅
美
術
学
院
の
教
授
で
あ
る
王
希

奇
先
生
の
ア
ト
リ
エ
を
見
学
。
引
き
続

き
、
日
中
連
携
大
学
院
に
お
い
て
博
士
号

の
学
位
を
取
得
し
、
あ
る
い
は
近
く
取
得

を
目
指
し
て
い
る
東
北
大
学
外
国
語
学
院

の
先
生
方
と
面
会
し
た
。
ま
た
、
城
西
国

際
大
学
の
卒
業
生
で
、
東
北
大
学
外
国
語

学
院
に
お
い
て
、
日
本
語
教
員
を
務
め
て

い
る
２
名
の
教
員
（
羽
鳥
美
有
紀
さ
ん
＝

２
０
１
５
年
３
月
人
文
科
学
研
究
科
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
修

了
、
坂
西
昭
広
さ
ん
＝
２
０
１
５
年
３
月

人
文
科
学
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
修
了
）
に
も
会
い
、
現

況
を
聞
い
た
。
外
国
語
学
院
が
持
つ
日
本

人
教
師
枠
２
名
の
う
ち
の
２
名
と
も
城
西

国
際
大
学
が
得
て
い
る
。
東
北
大
学
に
お

い
て
、
王
建
華
副
学
長
、
陳
凡
教
授
、
王

秋
菊
外
国
語
学
院
副
院
長
・
韓
忠
軍
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
鹿
陽
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
課
課
長
と
面

会
し
た
。
王
副
学
長
は
、
分
析
化
学
の
専

門
家
で
、
日
本
お
よ
び
世
界
の
大
学
事
情

に
詳
し
く
、
杉
林
学
長
ら
と
高
等
教
育
と

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
東
北
大
学
と
城
西
大
学
・
城
西
国
際

大
学
の
交
流
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。 

　

８
日
に
は
、
一
行
は
、
瀋
陽
師
範
大
学

の
林
群
学
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
同
大
学

は
師
範
大
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
、

人
文
社
会
系
は
遼
寧
省
で
第
３
位
の
大
規

模
な
大
学
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
芸
術
系
の

学
部
や
観
光
系
の
旅
行
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

院
を
有
す
る
総
合
大
学
。
メ
デ
ィ
ア
学
部
、

観
光
学
部
と
の
交
流
を
希
望
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
瀋
陽
薬
科
大
学
を
訪
問
し
、
畢

開
順
学
長
、
程
卯
生
副
学
長
、
方
亮
薬
学

院
長
、
蔡
洪
宇
国
際
交
流
所
長
、
夏
煥
章

所
長
、
楊
静
玉
院
長
、
路
金
才
副
院
長
と

面
談
し
た
。
方
薬
学
院
長
は
、
城
西
大
学

の
森
本
雍
憲
教
授
、
杉
林
学
長
の
教
え
子

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
な
歓
迎
を
受
け
た
。

■

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
表
敬
訪
問

　

学
術
協
力
提
携
を
結
ん
で
い
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
の
バ
ラ
ー

シ
ュ
・
ヘ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
学
長
ら
一
行
が
６

月
13
日
、
法
人
本
部
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

一
行
に
は
、
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
パ
ラ
ノ
ヴ
ィ

チ
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
も
同
行
。
本
学

か
ら
は
、
小
野
元
之
理
事
長
代
理
（
当
時
）

の
ほ
か
、
白
幡
晶
学
長
、
杉
林
堅
次
・
城

西
国
際
大
学
学
長
や
関
係
学
部
の
学
部
長

ら
が
会
談
に
参
加
し
た
。

　

小
野
理
事
長
代
理
（
当
時
）
が
「
ブ
ダ

ペ
ス
ト
商
科
大
学
は
２
０
０
７
年
１
月
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
と
し
て
、
初
め
て
本

学
と
学
術
協
力
提
携
を
結
ん
だ
先
で
あ
り
、

過
去
10
年
間
に
我
々
の
交
流
は
大
き
く
発

展
し
、
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
関
係
は
、

日
本
で
も
有
数
の
内
容
と
規
模
に
育
ち
ま

し
た
」
と
歓
迎
の
挨
拶
。
ヘ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

学
長
が
、
歓
迎
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。
こ
の
日
の
意
見
交
換
で
、
学
生

や
教
員
の
相
互
交
流
な
ど
を
通
じ
て
一
層

の
協
力
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

■

チ
ェ
コ
首
相
が
来
校

 　

６
月
28
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
チ
ェ
コ
の
ボ
フ
ス
ラ
フ
・
ソ
ボ
ト
カ

89

――先生は生態学が専門です。担当科目は、
環境生態学、里地里山保全論、環境教育論
などです。いま力を入れている研究テーマ
は？
　「『生態系サービス』の研究です。自然が

人間に与えるサービス、のことです。私はその中で野生生物の
花粉媒介による、農作物への貢献に注目しています。昆虫や鳥
が花粉を運ぶ送粉という行動は人間にとって経済的な価値を生
みます。大学のある千葉県内で木更津から千葉市内にかけて自
然度の違うブルーベリー園で調査・観察を進めてきました。自
然が豊かな、自然度の高いポイントでは、昆虫の種類が多く、
果実の結実がよいことがわかってきました」
――いま大学は地域との連携が期待されています。学生たちと
近隣の里山の保全の活動などをしていらっしゃいます。どうい
う活動ですか。
　「一つは地域住民と連携した山武市の早船地区の里山の保全
です。九十九里浜と下総台地の境界には『谷津田』といわれる
山に囲まれた水田が多くあります。しかし、高齢化などが原因
で耕かされずにますます荒廃し、乾燥化が進んでいます。谷津
田には水環境に依存した生物が多く生息しています。トウキョ
ウダルマガエルやアカガエル、ヘイケホタル、トウキョウサン
ショウウオといった小動物で、乾燥化などの生息地の消失で急
激に個体数を減らしています。
　地元有志による『早船里山の会』は、不法投棄でゴミだらけになっ
ていた周辺の整備を進めて里山の保全に取り組んできました。私たち
は 4 年前から早船里山で動植物の調査を行い、すでに 410 種の生物が
確認され、多くの希少種が見つかりました。これらの生物の生息地を
守るために、里山の会と協力しながら、学生たちと池を掘り、水路を
整備し、田んぼを復元したりしています。またそういった活動をもと
に地元の子供たちを対象に自然観察会や体験会を学生たち自らプログ
ラムを考え開催しするなど、地域に貢献する取り組みをしています。
　もう一つは企業と連携し『希少種トウキョウサンショウウオの生態
調査と保全の取り組み』を行っています。東金市の隣の山武市内を通
る高速道路付近に東日本高速道路会社（ＮＥＸＣＯ東日本）が 20 年
以上前に造成した保全のための池があります、そこで生息数や産卵状
況などを調査し、深刻な影響を及ぼしている外来種のアメリカザリガ
ニの駆除の取り組みをしています。このようにゼミの学生たちは自分
の専門をもち卒業研究をしながら、同時に環境保護の現場で様々な人
たちと関わり合いながら自分の研究や力を活かす経験をし、成長して
いきます」

□ 生物生息地の保持管理技術者が都会にも必要
――学びの成果の一つとして、「ビオトープ管理士」の資格取得の指導
を行っていると聞いています。
　「生物の生息地の保持管理を担う技術者の資格であるビオトープ管理
士の資格取得の指導を行っています。都市の開発行為に関しても、生
物の生息・生態についての観点が求められています。例えば、ビル建
設にしても、これまでは、周辺に植える樹木については、単に景観を
考えて植えてきました。しかし『実をつける樹木』にすると、鳥類がやっ
てきます。池をつくるのも一緒です。生物の生息地の保持管理を担う
技術者が、都市開発にも必要な時代です」
――先生は学生・大学院時代からツバキの送粉についてメジロとの関
係の研究や野生の植物個体群とその送粉者との相互作用について研究
を行っていました。若い時代の学習・研究について、学生へのメッセー
ジを。
　「研究には最先端のより良い情報にアクセスする習慣を身につけて調
べる能力を向上させること、そして自分が能動的に何かに取り組む力
が求められます。そういった力を卒業研究を通じて身につけ、自らを
成長させ、沢山泣いたり笑ったりした経験を胸に社会にでていってほ
しいです」

――先生のご専門は、神経系理学療法学、
介護予防学、リハビリテーション管理学、
チーム医療と多彩ですが、いま力を入れて
いる研究テーマは？
　「神経系理学療法学、特に脳・脊髄損傷に

対する理学療法学です。私がリハビリテーション学について学
び始めた昭和 50 年代頃と比べ脳をはじめとした神経系につい
ての考え方が大きく変わってきました。以前は、中枢神経は損
傷すれば元に戻らない、というのが通説でした。リハリビテー
ションも損傷していない残された機能を活かしていくという残
存的なリハビリテーションが主流であったと思います。しかし、
今は中枢神経の可逆的変化や損傷後における神経ネットワーク
の再構築もエビデンスの下、学問体系化され『損傷した脳も直っ
ていく』という時代になりました。さらに iPS 細胞の研究も急
速に進んでおり、再生医療後におけるリハビリテーションが重
要な役割を果たすと期待されています。特に脊髄損傷のリハビ
リテーションはここ近年で激変してくるものと思われます。
　再生医療後におけるリハビリテーションが主流になる頃は、
私はもう現役で理学療法士はやっていないと思います。少し悔
しい思いもありますが、疾病構造の大変化や高度医療の進歩と
いった激動の変化の中で培った臨床力はかけがえのない私の財
産だと自負しております。これからはこの財産をバラマキ 20
年後、いや 30 年後 40 年後に活躍できる理学療法士を育て託
したいと思っています。それが、今の私に課せられた使命だと
思っています」
――いま大学は地域との連携が期待されています。先生は、愛媛大の
ご出身ということもあり、愛媛県の社会福祉協議会などで活動をして
いましたが、地域リハビリテーションにおける理学療法士とは？
　「愛媛県理学療法士会の福祉担当理事や愛媛県社会福祉協議会の運営
委員等で地域のホームヘルパーの介護指導などを行ってきました。脳
卒中などの脳障害は、かつては60代、70代に多く見られる病気でした。
いまは、食生活変化や生活習慣病により 40 代、50 代で発症のするケー
スが多くなっています。残りの人生が長く、それだけリハビリテーショ
ンの期間も長くなっています。私が資格を取得した 35 年前はほとん
どの理学療法士は病院内で勤務していた時代で、在宅や地域でリハビ
リテーションを行うことは皆無に等しい時代でしたから、今や在宅・
地域で活躍する理学療法士の増加は目まぐるしいものがあります。　
　よく医療から福祉といったことが謳われていますが、私の経験上、
在宅・地域で活躍する理学療法士には、一流のマネージメント力が要
求されます。医療分野で働く理学療法士よりも知識的・技術的に高い
レベルでなければならないと思っています」

□ チーム医療には個々の力の強さが必要
――ＪＩＵは、2016 年に 理学療法学科を設置しました。「福祉」、「看
護」、「薬学」が連携しサービスの担い手としても活躍できる地域づく
りが期待されています。
　「専門職アイデンティティの強い医療職にとって、他専門職への認識
を広め、各職種が連携しチーム医療を行うことの重要性は言うまでも
ありませんし、他大学の専門職教育でも同じようなことはやっている
と思います。
　〝連携、連携……〟と言葉だけが独り歩きし個々の専門性が薄らいで
いる場面を幾度となく経験した者として、私が今の医療・福祉の現場
において強調したいのは、連携・チーム医療によって１＋１が４にも
５にもなっていくためには、個々の力が強いことが必須条件だ、とい
うことです。強い専門があるからこそチーム力もつきます。互いに個々
を強くすることが大事です。
　JIU の学生には、真のチーム医療を理解してもらい即戦力として地
域医療に貢献してもらいたいと思っています」
――学生へのメッセージを
　「理学療法士は、人を相手にする仕事です。患者には家族もいる。多
くを学び、患者を何とか治したい、という『情熱』を持ったセラピス
トを目指してほしいと思います。この『情熱』が必ず自分を進歩させ
てくれます」

地域に根ざした国際大学であるＪＩＵには、様々な分野で研究を行ってい
る研究室がある。今回、東金キャンパスにある環境社会学部の国武陽子・
准教授、福祉総合学部理学療法学科の谷内幸喜教授の研究室を訪問した。研究室探訪 

教養の大地を耕せ

「
情
熱
」が
必
ず
自
分
を
進
歩
さ
せ
て
く
れ
る

よ
り
良
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
習
慣
を

国武陽子 准教授谷内幸喜 教授

首
相
が
来

学
、
城
西
大

学
よ
り
名
誉

博
士
号
が
授

与
さ
れ
＝
写

真
、
そ
の
模

様
が
チ
ェ
コ

の
３
大
メ

ジ
ャ
ー
テ
レ

ビ
局
の
一
つ

「P
rim

a

」
で

放
映
さ
れ
た
。ソ
ボ
ト
カ
首
相
は
、チ
ェ
コ
・

日
本
国
交
回
復
60
周
年
を
記
念
し
て
初
来

日
し
た
。

　

チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
へ
の
留
学
経
験
を
有
す
る
学
生
や
、

第
２
外
国
語
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
チ
ェ
コ

語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
履
修
し
て
い
る
学

生
も
参
加
し
た
記
念
講
演
会
で
は
、
テ
レ

ビ
局
か
ら
学
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、

そ
の
模
様
が
チ
ェ
コ
で
放
映
さ
れ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
国

際
交
流
活
動
の
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の

様
々
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
て
お
り
、特
に
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー

ド
４
）
と
呼
ば
れ
る
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
中

欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化
し
て
い
る
。

チ
ェ
コ
に
お
い
て
は
、
ソ
ボ
ト
カ
首
相
の

母
校
で
あ
る
マ
サ
リ
ク
大
学
、
プ
ラ
ハ
経

済
大
学
、
カ
レ
ル
大
学
の
３
大
学
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
チ
ェ
コ

か
ら
５
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
か
ら
は
14
人
の
学
生

を
チ
ェ
コ
へ
送
り
出
し
て
い
る
。

■

小
野
理
事
長
特
別
補
佐
名
誉
教
授
授
与

　

９
月
22
日
、
小
野
元
之
理
事
長
特
別
補

佐
は
、
長
年
の
提
携
校
で
あ
る
遼
寧
省
の

瀋
陽
師
範
大
学
（
林
群
学
長
）
よ
り
、
名

誉
教
授
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
小
野

理
事
長
特
別
補
佐
の
こ
れ
ま
で
の
教
育
行

政
に
お
け
る
業
績
、
ま
た
大
学
運
営
に
お

い
て
の
指
導
力
を
発
揮
し
た
業
績
、
そ
し

て
瀋
陽
師
範
大
学
と
の
交
流
に
大
き
な
功

績
を
残
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

名
誉
教
授
授
与
を
記
念
し
て
、
瀋
陽
師

範
大
学
内
に
あ
る
遼
寧
省
古
生
物
博
物
館

４
階
講
演
会
場
で
、
学
生
１
５
０
人
が
集

う
中
、小
野
理
事
長
特
別
補
佐
に
よ
る
「
日

本
の
高
等
教
育
の
現
状
と
将
来
―
―
我
が

国
の
大
学
改
革
の
課
題
―
―
」と
い
う
テ
ー

マ
の
特
別
講
演
が
な
さ
れ
た
。
通
訳
を
于

洋
教
授
が
務
め
た
。
聴
講
し
た
学
生
か
ら
、

日
本
の
教
育
の
現
状
か
ら
日
本
に
留
学
し

た
時
の
学
部
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
幅
広

い
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
次
世
代
を
担
う
学

生
た
ち
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

■

「
王
希
奇
展 

― 

一
九
四
六
」

 　

９
月
28
日
～
10
月
５
日
ま
で
、
中
国
の

歴
史
画
家
・
王
希
奇
氏
の
展
覧
会
「
王
希

奇
展　

一
九
四
六
」
を
東
京
美
術
倶
楽
部

（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
し
た
＝
写
真
。
胡

蘆
島
港
か
ら
の
１
０
５
万
人
余
の
残
留
日

本
人
の
大
送
還
を
テ
ー
マ
と
し
た
大
作

「
一
九
四
六
」
な
ど
計
21
点
を
展
示
し
た
。

開
催
初
日
の
28
日
に
は
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

　

王
氏
は
、
中
国
に
お
い
て
墨
絵
と
油
絵

の
融
合
と
い
う
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
、
世
界
的
に
も
評
価
の
高
い
歴
史
画
家
。

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
中
国
・

瀋
陽
の
魯
迅
美
術
学
院
に
勤
め
、
長
年
に

わ
た
り
中
国
国
家
重
大
歴
史
題
材
美
術
創

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
契
約
画
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
３
年
間
半
と
い
う
長
い
年
月

を
か
け
て
、
縦

３
㍍
、
横
20

㍍
に
お
よ
ぶ

巨
大
な
作
品

「
一
九
四
六
」

で
は
、
葫
蘆

島
か
ら
の
数

百
名
の
引
揚

者
が
描
か
れ
、

そ
の
一
人
ひ

と
り
に
作
者

の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い

る
。

―あれも、
　これもあった

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」



　

１
９
９
２
年
の
開
学
と
同
時
に
創
部
。
９
５

年
秋
季
リ
ー
グ
で
２
部
か
ら
１
部
へ
昇
格
し
た
。

07
年
に
佐
藤
清
監
督
が
就
任
。
11
年
秋
季
リ
ー

グ
で
１
部
初
優
勝
な
ど
秋
は
３
回
、
春
は
15
年

に
優
勝
し
て
い
る
。

　

佐
藤
監
督
は
、
奈
良
・
天
理
高
校
、
早
稲
田

大
学
、
日
本
生
命
の
チ
ー
ム
で
ス
ラ
ッ
ガ
ー
と

し
て
活
躍
し
た
。
監
督
就
任
以
来
、
10
年
が
経

つ
が
、
一
昨
年
の
春
季
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
を
経

て
、
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
初
出
場

と
な
っ
た
。
初
戦
を
突
破
し
た
が
、
２
回
戦
で

流
通
経
済
大
学
に
敗
れ
た
。
２
つ
勝
て
ば
、
全

国
ベ
ス
ト
８
に
な
り
、「
強
豪
大
学
」
と
し
て
認

知
さ
れ
る
と
い
う
。

　

現
在
、
部
員
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
学
生
コ
ー

　

部
員
は
男
子
24
人
、
女
子
は
13
人
の
総
勢

37
人
が
１
つ
の
道
場
に
集
う
。

　

２
０
０
１
年
か
ら
強
化
部
に
指
定
さ
れ
た

柔
道
部
。
当
初
の
部
員
は
２
名
の
み
。
翌
年

か
ら
開
催
し
た
「
水
田
三
喜
男
杯
争
奪
選
抜

高
等
学
校
柔
道
大
会
」
を
通
じ
、
徐
々
に
全

国
各
地
か
ら
選
手
が
集
う
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　

そ
れ
か
ら
時
を
刻
み
、
い
ま
や
男
女
と
も

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
出
場
が「
前
提
」

と
な
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、
今
年
の
関
東
予

選
で
は
、
男
子
が
ま
さ
か
の
準
決
勝
敗
退
を

喫
し
全
日
本
学
生
へ
の
連
続
出
場
が
「
３
」

で
ス
ト
ッ
プ
。
女
子
は
７
年
連
続
で
出
場
す

る
も
、
全
国
の
壁
に
阻
ま
れ
初
戦
で
姿
を
消

し
た
。

　

後
期
よ
り
新
体
制
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
柔
道
部
。男
子
は
来
年
の
目
標
を「
全

日
本
出
場
権
奪
還
」
を
、
女
子
は
「
全
国
で

勝
つ
」
こ
と
を
掲
げ
た
。
選
手
ひ
と
り
ひ
と

り
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
日
々
の
稽
古
に
励

　

２
０
１
０
年
４
月
に
創
部
さ
れ
た
。
河
上
國
男

監
督
を
慕
い
、
そ
の
出
身
地
の
四
国
か
ら
安
房
鴨

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
た
選
手
が
９
割
を
占
め
る
。

四
国
と
い
え
ば
高
校
野
球
の
盛
ん
な
地
域
。
入
部

し
て
来
る
選
手
た
ち
の
技
能
水
準
も
高
い
。

　

最
近
の
戦
績
で
は
、
今
年
度
の
東
関
東
大
学

軟
式
野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
５
戦
全

勝
、東
リ
ー
グ
１
位
で
春
季
代
表
決
定
戦
へ
進
出
。

代
表
決
定
戦
準
決
勝
で
は
国
際
武
道
大
学
に
７
－

２
で
勝
利
。
決
勝
戦
で
は
帝
京
大
学
に
１
－
４
で

敗
れ
全
日
本
選
手
権
へ
の
出
場
を
逃
し
た
。
し
か

し
、
秋
は
奮
起
し
た
。
10
月
６
日
に
東
関
東
大
学

軟
式
野
球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
の
決
勝
戦
が
行

わ
れ
、
日
本
大
学
経
済
学
部
を
８
回
コ
ー
ル
ド
で

破
っ
た
の
だ
。
３
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
の
だ
。
11
月
12
日
か
ら
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
第
38
回
東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
を
念
頭
に
、

春
に
「
水
田
杯
中
学
校
野
球
大
会
」、
夏
に
「
水

田
杯
少
年
野
球
大
会
」
を
鴨
川
市
内
で
開
催
し
て

き
た
。
鴨
川
周
辺
の
多
く
の
野
球
チ
ー
ム
が
参
加

し
、「
風
物
詩
」
と
し
て
地
元
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

プ
ロ
野
球
の
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ス
タ
ー
選
手
だ
っ

た
石
毛
宏
典
・
城
西
国
際
大
学
特
任
教
授
が
大

会
会
長
を
つ
と
め
、
軟
式
野
球
部
が
全
面
的
に
協

　

男
子
部
員
17
人
、
女
子
が
21
人
。
稽
古
時

間
は
、
剣

道
部
員
の

所
属
学
部

が
い
く
つ

か
に
分
か

れ
て
い
る

こ
と
も
あ

り
、
全
員

が
揃
う
夕

方
６
時
半

か
ら
約
２

時
間
、
稽

古
す
る
。

　

女
子
の

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、国
内
屈
指
の
サ
ー
フ
ィ
ン
強
豪
校

で
あ
る
。
６
月
の
全
日
本
学
生
選
手
権
春
季
大

会
で
２
６
回
目
の
団
体
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

サ
ー
フ
ィ
ン
は
２
０
年
東
京
五
輪
で
初
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
城
西
国
際
大
か
ら
日
本

代
表
選
手
が
誕
生
す
る
可
能
性
は
十
分
。
山
口

大
介
主
将
（
経
営
情
報
学
部
２
年
）、
河
野
留

偉
（
国
際
人
文
学
部
２
年
）、菜
花
つ
ば
さ
（
国

際
人
文
学
部
４
年
）
に
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

　

河
野
と
菜
花
ら
32
人
の
部
員
の
多
く
が
、
五

輪
会
場
と
な
る
一
宮
町
で
波
に
乗
っ
て
い
る
。

小
学
３
年
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
に
取
り
組
む
山
口

は
、
２
年
生
な
が
ら
主
将
を
任
さ
れ
、
統
率
力

を
発
揮
。
頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー
だ
。
飯
岡
を
ホ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
山
口
は
「
今
ま
で
皆
で
ま

と
ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、

だ
ん
だ
ん
皆
が
集
ま
り
、
練
習
会
を
開
い
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
部
の
一
体

感
が
増
し
た
こ
と
を
明
か
し
た
。

　
「
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
に
出
て
１
つ
で
も
勝

ち
た
い
」
と
話
す
の
は
、新
主
将
の
六ろ
っ

角か
く

風ふ
う

花か

（
福

祉
総
合
学
部
３
年
）。
選
手
た
ち
は
、
そ
れ
を
照
準

に
練
習
に
励
む
。
部
員
は
24
人
。
東
金
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
に
あ
る
水
田
記
念
球
場
で
、
授
業
の
時
間

割
に
合
わ
せ
て
、
朝
練
習
か
夕
方
練
習
を
行
っ
て

い
る
。
秋
学
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、火
曜
日
、金

曜
日
は
夕
方
、水
曜
日
、木
曜
日
は
朝
の
練
習
だ
。

月
曜
日
は
オ
フ
だ
が
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
練
習

試
合
も
こ
な
す
。

　

創
部
は
２
０
０
３
年
。
現
在
、指
導
す
る
の
は
、

経
営
情
報
学
部
の
高
橋
光
平
助
教
だ
。
高
校
は
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
名
門
で
あ
る
新
島
学
園
を
卒

業
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
は
縁
が
な
く
、
仙

台
大
学
時
代
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
得
意
と
し
た
。

２
０
０
７
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
教
員
と
な
り
、
翌
年

か
ら
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
任
さ
れ
た
。
当

時
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
職
員
で
、
現
在
コ
ー
チ
の
田
邉

敏
広
さ
ん
が
チ
ー
ム
を
育
成
し
て
お
り
、
ほ
ど

な
く
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
の
機

会
を
得
た
。

　

そ
れ
か
ら
や
や
低
迷
の
時
代
が
あ
っ
た
が
、

ん
で
お
り
、
目
標
達
成
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に

上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
せ
る
の
で
は
？　

そ
ん
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

力
し
て
試
合
進
行
な
ど
を
円
滑
に
行
っ
て
い
る
。
毎

回
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
「
大
会
で
は
、
軟
式
野
球
部

員
が
裏
方
で
大
活
躍
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

主
将
、
中
川
志
穂
は
「
一
人
一
人
の
実
力
ア
ッ
プ

と
自
信
が
課
題
だ
」
と
し
な
が
ら
全
日
本
女
子
学

生
剣
道
優
勝
大
会
の
団
体
戦
の
出
場
を
狙
う
。

　

監
督
の
今
井
英
雄
さ
ん
は
、
城
西
大
学
の
出

身
で
、
学
生
時
代
に
全
国
大
会
出
場
（
個
人
ベ

ス
ト
16
）
を
果
た
す
な
ど
活
躍
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
開
学
の

１
９
９
２
年
に
職
員
と
な
り
、
い
ま
は
留
学
生
別

科
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
剣
道
部
を
指
導
し
て
い

る
。「
大
学
四
年
間
の
短
い
期
間
に
剣
道
を
と
お

し
て
『
心
こ
そ
大
切
』
を
一
人
一
人
が
自
覚
で
き

れ
ば
」
と
今
井
さ
ん
。

　

そ
の
成
果
が
出
た
の
が
、
開
学
10
周
年
を
皮
切

り
に
勝
負
へ
の
拘
り
を
抱
い
た
女
子
剣
士
が
集
う

よ
う
に
な
り
、
全
日
本
学
生
優
勝
大
会
団
体
戦
に

初
出
場
し
、同
大
会
に
６
年
連
続
出
場
し
た
こ
と
。

関
東
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｕ
が
一
目
置
か
れ
る
存
在
と
さ
れ

る
ま
で
に
至
っ
た
。
ま
た
、
今
ま
で
個
人
戦
で
は

男
子
が
４
人
、
女
子
の
５
人
が
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
し
た
。

　

男
子
の
主
将
、
大
津
史
裕
は
「『
正
直
・
素
直
・

求
道
・
勝
負
』
が
部
の
モ
ッ
ト
ー
。
そ
の
心
の
在

り
方
を
全
部
員
が
追
求
し
続
け
れ
ば
、
必
ず
や

団
体
戦
で
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
せ
る
」
と
決

意
を
話
す
。

　

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
検
定
で
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー

ド
１
級
合
格
者
で
あ
る
山
口
と
河
野
ら
が
指
導
も

行
い
、
部
員
は
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
。
日
の
出

と
と
も
に
海
に
入
り
、
授
業
を
受
け
た
後
の
夕
方

か
ら
再
び
波
に
乗
る
毎
日
。
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
練
習
時
間
は
一
日
４
時

間
に
も
及
ぶ
。
全
日
本
学
生
選
手
権
春
季
大
会
で

は
26
回
目
の
団
体
優
勝
を
果
た
し
た
。
全
国
で
約

30
大
学
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
取
り
組
む
中
、
城
西
国

際
大
は
宮
崎
産
大
と
並
ぶ
強
豪
校
と
評
さ
れ
る
。

昨
年
の
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
に
8
年
ぶ
り

2
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ

も
初
戦
で
敗
退
し
、
残
念
な
が
ら
全
国
大
会
で
は

勝
利
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　

主
将
の
六
角

は
「
試
合
の
後

半
が
弱
い
。
選

手
一
人
一
人
は
、

い
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
集

中
力
を
高
め
れ

ば
…
…
」、
高

橋
監
督
も「
Ｊ

Ｉ
Ｕ
よ
り
も
体

力
・
技
術
が

勝
っ
て
い
る
大

学
も
多
い
が
、

戦
い
方
の
工
夫

次
第
で
強
豪
校

に
太
刀
打
ち
で

き
る
」と
話
す
。

チ
ら
を
含
め
、
１
６
６
人
の
大
世
帯
。
部
員
の
出

身
高
校
を
調
べ
て
み
る
と
、
仙
台
育
英
、
木
更
津

総
合
、東
海
大
相
模
、修
徳
、常
総
学
院
、と
い
っ

た
高
校
野
球
界
の
強
豪
校
が
目
立
つ
。

　

佐
藤
監
督
の
指
導
方
針
は
「
基
本
的
な
も
の
の

考
え
方
、行
動
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」。「
あ
い
さ
つ
、

返
事
は
、
そ
の
選
手
の
〝
反
応
〟
だ
。
そ
れ
が
出

来
な
け
れ
ば
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
い
」
と
言
う
。

　

選
手
ら
の
目
標
は
、
や
は
り
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る

こ
と
だ
。
授
業
の
関
係
で
選
手
ら
は
、
５
部
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
半
ず
つ
練
習
す

る
。
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
水
田
記
念
球
場

が
、
練
習
拠
点
だ
。
こ
こ
最
近
、
千
葉
県
内
の

大
学
野
球
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
ラ
イ
バ
ル
校

1011

全
日
本
選
手
権
ベ
ス
ト
８
へ

東
関
東
大
学
秋
季
リ
ー
グ
で
優
勝

―
―
３
年
ぶ
り
２
度
目

全
国
か
ら
選
手
が
集
う　

高
い
意
識
で
さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
へ

「
正
直
・
素
直
・
求
道
・
勝
負
」を
モ
ッ
ト
ー
に
全
国
を
目
指
す

国
内
屈
指
の
強
豪
校
と
し
て
２
０
２
０
東
京
五
輪
も
視
野

工
夫
し
た
戦
い
方
で
強
豪
校
に
太
刀
打
ち

有
名
ス
ラ
ッ
ガ
ー
だ
っ
た
監
督
が
大
所
帯
を
率
い
る
―
―
強
豪
校
出
身
者
も
多
数

東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
決
め
る

硬
式
野
球
部

柔
道
部

軟
式
野
球
部（
観
光
学
部
）

剣
道
部

サ
ー
フ
ィ
ン
部

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

も
増
え
た
。
今
年
の
春
季
リ
ー

グ
で
優
勝
し
た
国
際
武
道
大
は
、

全
日
本
大
学
選
手
権
で
決
勝
ま

で
進
み
、
立
教
大
と
対
戦
し
た
。

そ
の
国
際
武
道
大
を
最
後
ま
で

苦
し
め
た
の
が
城
西
国
際
大
学

だ
。

　

女
子
駅
伝
の
監
督
に
大
塚
正
美
・
経
営
学

部
教
授
が
復
帰
し
た
。

　

大
塚
監
督
は
、
日
本
体
育
大
学
時
代
、
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
正
月
恒
例
の
箱
根
駅

伝
に
出
場
し
た
。
そ
れ
も
す
べ
て
区
間
賞
を

獲
得
し
た
名
選
手
で
あ
る
。
と
く
に
１
年
の

時
に
走
っ
た
８
区
で
区
間
新
記
録
、
４
年
の

時
は
２
区
で
区
間
新
記
録
を
樹
立
、
こ
の
記

録
は
そ
れ
ぞ
れ
15
年
間
、
13
年
間
も
破
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
入
り
、
女
子
駅

伝
部
は
、
２
０
０
２
年
に
は
全
日
本
大
学
女

子
駅
伝
に
初
出
場
。
以
来
、
10
回
連
続
出
場

を
重
ね
、
こ
の
間
、
最
高
で
３
位
の
座
を
占

め
た
。姉
妹
校
の
城
西
大
学
の
活
躍
も
あ
り
、

往
年
の
名
ラ
ン
ナ
ー
が

監
督
就
任　

シ
ー
ド
入
り
へ
抱
負

　

今
年
３
月
に
就
任
し
た
福
井
哲
監
督
は
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
技
術
委
員
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ

セ
ン
コ
ー
チ
な
ど
を
歴
任
し
た
。
前
職
の
Ｆ
Ｃ
東

京
で
は
、育
成
部
長
な
ど
を
つ
と
め
、選
手
、コ
ー

チ
の
育
成
に
手
腕
を
発
揮
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ｓ

級
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
。
サ
ッ
カ
ー
の
卓
越
し

た
理
論
家
で
あ
る
。

　

福
井
監
督
率
い
る
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
員
（
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
含
）
は
現
在
90
人
。
目
標
は
、
関
東

大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
の
２
部
昇
格
だ
。
千
葉

県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
、
そ
の
後

の
関
東
大
会
で
２
位
以
内
に
入
れ
ば
、
自
動
昇

格
と
な
る
。
福
井
監
督
は「
自
立
し
て
い
る
選
手
、

考
え
る
力
を
持
つ
選
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。〝
魔

法
の
ツ
エ
〟
は
、
わ
た
し
が
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
選
手
自
身
が
持
っ
て
い
る
」
と
期
待
す
る
。

　
「PRIN

CE TA
K

A
M

A
DO

 M
EM

O
RIA

L 
SPORTS PARK

」
で
の
び
の
び
と
練
習
す
る

選
手
た
ち
。
徳
元
悠
平
・
副
主
将
は
「
４
年
生

が
ま
と
め
役
に
な
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良
く

し
た
い
。
２
部
昇
格
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
意

気
込
む
。

Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ｓ
級
の
卓
越
し
た
理
論
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
挑
む

サ
ッ
カ
ー
部

「
女
子
駅
伝
に
城
西
あ
り
」
を
全
国
に
印
象

付
け
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
部
員
も
減
り
、
低
迷
し
た

が
、
大
塚
監
督
は
「
自
分
で
研
究
し
て
結
果

を
残
せ
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
の
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
く
な
い
」
と
指
導
方
針
を
示
し
な
が
ら

「
全
日
本
駅
伝
で
シ
ー
ド
校
に
入
れ
る
チ
ー

ム
を
作
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
女
子
駅
伝
部
員
が
再
び

「
杜
の
都
・
仙
台
」
で
快
走
す
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

女
子
駅
伝
部

部
長 

松
田
世
治
（
経
営
情
報
学
部
）

監
督 

福
井 

哲

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ　

村
井
慎
二

コ
ー
チ 

大
場
賢
治

Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ　

岸
川
義
隆

外
部
コ
ー
チ　

京
谷
和
幸

主
将 

澤  

颯
人
（
日
本
航
空
高
校
）

副
主
将 

近
藤
諒
大
（
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
U-

18
）

副
主
将 

大
野
嵩
仁
（
柏
レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス
）

副
主
将 

徳
元
悠
平
（
沖
縄
県
立
那
覇
西
高
校
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

部
長 

野
澤
建
次

監
督 

佐
藤  

清

コ
ー
チ 

皆
川
慎
吾

コ
ー
チ 

田
中
成
明

コ
ー
チ 

高
浦
美
佐
緒

主
将 

中
西
北
斗（
金
光
大
阪
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル顧

問 

七
井
誠
一
郎

監
督 

高
橋
光
平

コ
ー
チ 

田
邉
敏
広

主
将 

六
角
風
花
（
花
巻
東
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

部
長　

渡
辺
修
朗

監
督　

秋
山
修
一

主
将
・
男
子　

土
屋
皓
仰
（
文
星
芸
大
附
）

主
将
・
女
子　

久
保
麻
衣
香
（
長
崎
明
誠
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

総
監
督 

今
井
英
雄
（
剣
道
教
士
・
七
段
）

主
将
・
男
子 

大
津
史
裕
（
九
州
学
院
）

主
将
・
女
子 

中
川
志
穂
（
作
新
学
院
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

監
督　

河
上
國
男

主
将　

井
部
貴
志
（
新
田
高
校
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大塚正美監督

ダイナミックな「オフザリップ」
を決める菜花。波が崩れる反動
を利用してボードを返す技

主将の山口（左）と河野

東関東秋季リーグ
戦で優勝を果たし、
河上國男監督を胴
上げする選手たち

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
で
は
、
学
問
と
と
も
に
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
分
野
で
も
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
硬
式
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

柔
道
部
、
剣
道
部
、
女
子
駅
伝
部
、
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
、
サ
ー
フ
ィ
ン
部
を
紹
介
し
ま
す
。

SportsSports



サークル紹介

　

大
学
創
立
の
１
９
９
２

年
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

創
部
25
周
年
を
迎
え
た
。

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点

に
活
動
、
入
学
式
・
卒
業

式
な
ど
大
学
の
主
要
行
事

で
の
演
奏
や
演
奏
会
、
地

域
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を

慰
問
し
、
美
し
い
演
奏
を

披
露
し
て
い
る
。
人
々
の

心
を
潤
す
「
泉
の
楽
団
」

で
あ
る
。

　

千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
11
年
連
続

金
賞
に
輝
い
た
こ
と
も
あ

る
。
２
０
０
８
年
に
は
、

　

手
話
・
手
話

コ
ー
ラ
ス
と
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
部
員

は
90
人
の
「
大

所
帯
」
だ
。
当

初
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
専
ら

だ
っ
た
が
、「
手

話
を
取
り
入
れ

た
ら
」
と
い
う
こ
と

で
、地
域
の
手
話
サ
ー

ク
ル
で
手
話
を
学
ん

だ
と
い
う
。

　

大
学
祭
や
12
月
の

ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
は
、毎
回
、そ
の
手
話
コ
ー

ラ
ス
が
注
目
を
集
め
る
。
約
20

人
が
メ
ー
ン
舞
台
に
立
ち
、
手

話
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
す
る
（
写

真
＝
大
学
祭
で
）。

　

地
域
で
も
人
気
を
集
め
る
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
イ
ベ
ン

ト
で
車
い
す
を
押
す
の
を
手
伝

い
な
が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
と
も
に
手
話
コ
ー
ラ
ス
で

元
気
づ
け
る
。

　

週
５
回
、
一
時
間
半
ほ
ど
練

習
す
る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
（
３
月
）
に
合
わ
せ
、
東
金

　

ダ
ン
ス
好
き
が
集
ま
り
、

２
０
０
１
年
に
サ
ー
ク
ル
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
部
員
45
人

の
う
ち
34
人
が
女
子
学
生
だ
。

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
ス
タ
ジ
オ
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
。

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
…
…
。
水
・
金

曜
日
は
全
体
練
習
、
夕
方
６
時

か
ら
約
３
時
間
の
練
習
は
き
つ

い
。
そ
の
ほ
か
の
日

は
個
人
練
習
だ
。
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
が
得

意
な
代
表
の
佐
久
間

祥
吾
さ
ん
（
経
営
情

報
学
部
３
年
）は「
毎

日
練
習
し
て
い
ま

す
。
大
学
か
ら
始
め

る
部
員
が
多
く
、
ダ

ン
ス
に
は
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

Ｏ
Ｂ
で
ダ
ン
ス
の
プ

ロ
に
な
っ
た
方
も
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

大
学
祭
、
ラ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
で

の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
は
定
評
が
あ

　

部
員
26
人
の
う
ち
10
人
が
留

学
生
、
と
国
際
色
が
豊
か
だ
。

ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ

ム
、
中
国
、
台
湾
、
と
さ
ま
ざ

ま
な
国
・
地
域
か
ら
学
び
に

や
っ
て
き
た
。「
茶
道
を
通
し

て
日
本
文
化
を
」
と
い
う
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。

　

大
学
の
創
立
と
と
も
に
創
部

さ
れ
た
。
師
範
の
プ
ル
チ
ョ
ウ

順
子
先
生
が
指
導
し
て
い
る
。

週
４
回
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
本

初
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
。
指
揮
者
と
し
て
率
い
て
い

る
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
５
期
生
の
山

口
聖
一
さ
ん
。
千
葉
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
た
び
た
び
「
指

揮
者
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

現
在
、
部
員
は
約
10
人
と
少

な
い
が
、
演
奏
会
な
ど
で
は
、

千
葉
県
内
・
県
外
か
ら
卒
業
生

の
「
楽
団
Ｏ
Ｂ
」
が
集
ま
り
、

演
奏
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
日
曜

日
は
、
全
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に

集
ま
り
、
山
口
さ
ん
の
指
導
で

12
時
間
も
練
習
す
る
。
そ
れ
以

外
の
日
は
、
個
人
練
習
だ
。

　

10
月
１
日
、
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
で
城

西
大
学
・
城

西
国
際
大

学
・
城
西
短

期
大
学
の
３

大
学
に
よ
る

初
の
「
大
学

祭
」
が
開
か

れ
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の

あ
と
は
、
同

吹
奏
楽
団
に

よ
る
演
奏
＝

写
真
。
学
生

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
教
室
で
単
独

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
た
。

約
２
０
０
人
が
、
手
話
コ
ー
ラ

ス
を
味
わ
っ
た
。

　

代
表
の
門
倉
直
樹
さ
ん
（
福

祉
総
合
学
部
３
年
）
は
「
大
学

創
立
と
と
も
に
本
格
ス
タ
ー
ト

し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
年
の

大
学
祭
、
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
に
向
け
て
、
が
ん
ば
り
た

い
」。

る
。「A

ge of B
ronx

」
は
「
ス

テ
ー
ジ
の
花
」
だ
。

　

地
域
で
の
活
動
も
活
発
に

行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
病
院

に
招
か
れ
、
ダ
ン
ス
の
パ
ー

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ
の
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
激
し
い
動
き
は
、
入
院

し
て
い
る
方
々
を
勇
気
づ
け
て

き
た
。
幼
稚
園
で
は
、
子
供
の

好
き
な
曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

演
技
＝
写
真
、
大
好
評
だ
っ
た
。

部
棟
８
階
で
お
茶
を
嗜

む
。
大
学
の
行
事
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
、
内

外
の
要
人
、
提
携
大
学

の
要
人
ら
が
来
校
し
た

際
な
ど
で
も
茶
会
を
開

く
。
学
生
ら
の
お
も
て

な
し
の
姿
が
う
い
う
い

し
く
映
る
、
と
好
評
だ
。

　

部
長
の
金
子
寛
大
さ

ん
（
国
際
人
文
学
部
３

年
）
は
、「
１
年
生
の

時
に
中
国
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
時
に
日
本
文
化

の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た

が
、
満
足
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
茶
道
部
に
入

る
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
す
。

　

金
子
さ
ん
ら
部
員
は
９
月
29

日
、
茶
会
を
開
き
、
学
校
法
人

城
西
大
学
主
催
の
展
覧
会
「
王

希
奇
展　

一
九
四
六
」
と
そ
の

関
連
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
中

国
・
東
北
大
学
の
一
行
に
お
茶

を
呈
し
た
＝
写
真
。　

1213

広がる感動の地平線
　ＪＩＵには、「文化の地平線」も

広がっている。大学創立ともに活

動をスタートした学友会吹奏楽部

などのサークルを紹介したい。

　城西国際大学の水田美術館は、開学10周年を記念して開館し

た。所蔵している「水田コレクション」は、創立者の水田三喜男が

蒐集した浮世絵を中心とする絵画２００点余りからなる。

　浮世絵関連の企画、山武地域を中心とする千葉県ゆかりの文化の

紹介、学部・学生との連携を３つの柱として、企画展、および講演

会やギャラリートークなどを開催している。 

人
々
の
心
を
潤
す「
泉
の
楽
団
」

千葉県コンクールで 11 年連続金賞の実績も大学創立とともにスタート 90
人
の
「
大
所
帯
」

ダ
ン
ス
の
プ
ロ
に
な
っ
た

サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
も

学
友
会
吹
奏
楽
団

「
茶
道
を
通
し
て
日
本
文
化
を
」

裏
千
家
茶
道
部

S
tar D

ust K
ids

（
手
話・地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

A
ge of B

ronx

（
ダ
ン
ス
）

２００点を超えるコレクション

や
地
域
の
方
々
を
前
に
多
数
の

ポ
ッ
プ
ス
の
曲
が
演
奏
さ
れ

た
。
手
拍
子
も
起
き
、
吹
奏
楽

団
と
聴
衆
が
一
体
と
な
っ
て
い

た
。
団
長
の
成
田
純
梨
さ
ん（
国

際
人
文
学
３
年
）
も
フ
ル
ー
ト

を
弾
む
よ
う
に
吹
い
て
い
た
。

水田
美術館



新理事紹介学長インタビュー

15

　

学
び
が
あ
る
。
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
心
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
輝
く
汗
が
あ
る
。

緑
と
や
す
ら
ぎ
が
あ
る
。
友
と
語
る
姿
が
あ
る
。
そ
こ
は
Ｊ
Ｉ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
。

点 

描

キ
ャ
ン
パ
ス

Campus Sketch

14
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創
立
者・水
田
三
喜
男
の
伝
記

　
　

　

戦
後
の
混
乱

期
に
経
済
復
興

と
成
長
に
精
力

を
傾
け
た
元
大

蔵
大
臣
・
水
田
三
喜
男
の
評
伝
『
水
田
三

喜
男
伝　

寒
椿
』（
２
７
０
０
円
）
＝
写

真
＝
が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
元
毎
日

新
聞
政
治
部
記
者
で
最
後
の
水
田
番
記

者
だ
っ
た
。
本
書
は
、「
人
間
・
水
田
三
喜

男
」「
政
治
家
・
水
田
三
喜
男
」「
財
政
通
・

水
田
三
喜
男
」「
教
育
者
・
水
田
三
喜
男
」

の
４
部
か
ら
成
り
、
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
、
人
の

悪
口
を
言
わ
な
い
、そ
ん
な
稀
有
な
政
治
家・

水
田
の
素
顔
を
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

大
蔵
大
臣
と
党
政
調
会
長
を
各
７
回

務
め
、「
財
政
の
水
田
」
と
し
て
名
を
馳
せ

水
田
三
喜
男
の
足
跡
を
辿
る

た
水
田
が
、
政
治
家
を
目
指
す
原
点
は
敗

戦
だ
っ
た
と
い
う
。「
無
謀
な
戦
争
で
国
土

が
荒
廃
し
、
人
材
が
失
わ
れ
、
国
民
の
気

力
が
な
え
て
い
る
の
を
見
て『
こ
れ
は
い
か
ん
』

と
日
本
の
再
建
を
真
剣
に
考
え
た
」
の
だ
。

　

１
９
７
１
年
のニク
ソ
ン
・
ショッ
ク
か
ら
変

動
相
場
制
への
移
行
と
い
う
通
貨
戦
争
は
、

最
後
の
蔵
相
と
し
て
迎
え
た
。
虚
々
実
々

の
駆
け
引
き
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
く
だ
り

は
、
息
を
つ
か
せ
な
い
。
国
内
の
非
難
に
耐

え
て
、
水
田
は
〝
憎
ま
れ
役
〟
の
蔵
相
を

誠
心
誠
意
務
め
上
げ
た
。

　

教
育
者
と
し
て
の
水
田
は
、
今
年
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
城
西
大
学
の
創
立
者
と

し
て
知
ら
れ
る
。
千
葉
県
房
総
半
島
の
村

に
生
ま
れ
、
関
東
大
震
災
後
、
旧
制
高
校

に
入
る
前
に一時
、
地
元
の
小
学
校
で
代
用

教
員
を
し
た
こ
と
が
教
育
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
だ
っ
た
。こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て

い
る
。「
政
治
家
と
し
て
の
水
田
は
、
い
ず

1905年
1912 年
1924 年

1931 年

1946 年

1955 年
1956 年
1957 年
1960 年

1960 年
1965 年
1965 年
1966 年
1967 年
1970 年
1971 年

1972 年

1976 年

4 月
4 月
3 月

3 月

4 月

11 月
12 月
2 月
7 月

12 月
1 月
4 月

12 月
2 月
3 月
7 月

1 月

4 月
12 月

千葉県安房郡曽呂村に出生
曽呂村尋常小学校入学
千葉県立安房中学校卒業

旧制水戸高等学校を経て京都帝国大学
法学部卒業

第 22 回衆議院選挙で自由党から出馬、
初当選

自由民主党結成、初代政調会長
石橋内閣、通産大臣
岸内閣、通産大臣
第 1 次池田内閣、大蔵大臣

第 2 次池田内閣、大蔵大臣
城西大学創立、初代理事長
城西大学開学式、初代学長（理事長兼務）
第 1 次佐藤内閣、大蔵大臣
第 2 次佐藤内閣、大蔵大臣
自民党政調会長
第 3 次佐藤内閣、大蔵大臣

日米首脳会議（佐藤栄作首相、水田三喜
男蔵相、福田赳夫外相、田中角栄通産相）

勲一等旭日大綬賞叙勲
病気にて急逝、享年 71 歳

れ
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
忘
れ
去
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
水
田
は
政
治
家
で
あ
る
以
上
に
立
派

な
教
育
者
で
あ
り
た
い
」

　
「
水
田
は
比
類
な
き
勉
強
家
で
あ
り
、
ま

れ
に
見
る
清
廉
な
政
治
家
だっ
た
。
そ
し
て

政
治
に
正
義
と
共
通
善
を
求
め
る
、
求
道

家
で
も
あ
っ
た
」
と
、
筆
者
は
書
い
て
い
る
。

国
内
外
の
経
済
状
況
は
先
行
き
不
透
明
だ
。

政
治
家
の
劣
化
も
言
わ
れ
る
昨
今
、
水
田

は
今
の
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　

 

旧
水
田
家
住
宅

　

旧
水
田
家
住
宅
は
、
創
立
者
の
水
田
三

喜
男
先
生
の
生
家
で
あ
り
、
母
屋
、
長
屋

門
は
、
そ
の
生
誕
か
ら
安
房
中
学
校
進
学

ま
で
の
成
長
を
見
守
って
き
た
建
物
だ
＝
写

真
。

　

旧
水
田
家
が
存
す
る
旧
曽
呂
村
（
鴨

川
市
）
は
、
嶺
岡
山
脈
の
南
麓
を
東
か
ら

西
へ
通
じ
る
道
を
中
心
と
し
た
山
村
で
あ

り
、
嶺
岡
山
は
、
わ
が
国
酪
農
の
発
祥
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

母
屋
、
長
屋
門
は
、
百
数
十
年
以
上
経

て
居
り
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
文
化

庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。｢

学
問
を
通
じ
て

の
人
間
形
成
」
は
建
学
の
理
念
と
な
っ
た
。

そ
の
母
胎
こ
そ
、
ま
さ
に
、
こ
の
家
屋
な
の

で
あ
る
。

　

生
家
付
近
に
は
外
房
と
内
房
を
結
ぶ
嶺

岡
林
道
が
走
り
、水
田
先
生
は
林
道
保
全

と
郷
土
の
活
性
化
を
願
い
、５
０
０
本
の
桜

を
植
栽
し
た
。
そ
の
桜
は「
水
田
桜
」と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
毎
年
春
、さ
く
ら

祭
り
が
行
わ
れ
、桜
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
。 

　

さ
く
ら
祭
り
に
先
立
っ
て
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
Ｉｎ
嶺
岡
中

央
林
道
」
が
あ

り
、
学
生
や
地

域
住
民
ら
が
安

房
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
生
家
ま
で
の

約
12
㌔
を
歩

く
。 

1965年 学校法人城西大学設立認可

1992年 城西国際大学開学
 経営情報学部経営情報学科、人文学部国際

文化学科開設

1996年 人文学部福祉文化学科・国際交流学科開設。
大学院人文科学研究科国際文化専攻・女性
学専攻修士課程開設

1998年 大学院人文科学研究科比較文化専攻博士後
期課程開設。経営情報学研究科起業マネジ
メント専攻修士課程開設。留学生別科日本
文化専修課程・日本語専修課程開設

1999年 経営情報学部国際経営学科・福祉環境情報
学科開設

2000年 大学院経営情報学研究科起業マネジメント
専攻博士後期課程開設

2001年 経営情報学部サービス経営システム学科、
人文学部メディア文化学科開設。留学生別
科ビジネス・情報専修課程開設

2002年 大学院人文科学研究科福祉社会専攻・国際
アドミニストレーション専攻修士課程開設

2004年 安房キャンパス開設
 薬学部医療薬学科開設。福祉総合学部福祉

文化学科・福祉経営学科開設（人文学部福
祉文化学科、経営情報学部福祉環境情報学
科）。JOSAI 安房ラーニングセンター開設。
JIU 安房ラーニングセンター開設

2005年 東京紀尾井町キャンパス開設
 経営情報学部総合経営学科開設（経営情報

学部経営情報学科・国際経営学科・サービ
ス経営システム学科の統合による）。メディ
ア学部メディア情報学科開設（人文学部メ
ディア情報学科の改組による）。大学院ビ
ジネスデザイン研究科ビジネスデザイン専
攻修士課程開設。大学院福祉総合学研究科
福祉社会専攻修士課程開設

2006年 観光学部ウェルネスツーリズム学科開設。
薬学部医療薬学科（6 年制）開設。シニア・
ウェルネス大学開学（シニア層向けコース）

2007年 福祉総合学部福祉総合学科開設（福祉総合
学部福祉文化学科・福祉経営学科を統合）

2008年 人文学部を国際人文学部に改称

2010年 環境社会学部環境社会学科開設

2011年 メディア学部映像芸術コース開設。

2012年 看護学部看護学科開設。大学院薬学研究科
医療薬学専攻博士課程開設。高円宮殿下記
念スポーツパークが完成

2013年 大学院国際アドミニストレーション研究科
国際アドミニストレーション専攻、人文科
学研究科グローバルコミュニケーション専
攻開設。紀尾井町キャンパス 3 号棟完成

2015年 学校法人城西大学創立50周年

2016年 福祉総合学部理学療法学科開設

2017年 杉林堅次学長が就任。創立25周年

城西国際大学の歩み

と 蕗

う の

創
立
者

水田三喜男 年表

紀尾井町キャンパス

安房鴨川キ
ャンパス
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　地域に根ざし、かつ国際的な視野を持つ人材を送り出してきた大学であるＪＩＵに
は、様々な分野で活躍する〝先輩たち〟がいる。今回は４人のＯＧ・ＯＢに登場いた
だき、学生時代の思い出とともに、母校、そして後輩へのメッセージを送ってもらった。

　

保
育
・
福
祉
を
学
び
た
い
と
大
学
を
探
し
て
い

る
な
か
で
、
研
修
や
実
習
な
ど
現
場
で
学
べ
る
機

会
が
多
く
、
児
童
福
祉
だ
け
で
な
く
高
齢
者
福
祉

や
障
害
者
福
祉
ま
で
多
岐
に
亘
っ
た
福
祉
分
野
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
城
西
国
際
大
学
福
祉
総
合
学
部
子
ど
も

福
祉
コ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。

　

ず
っ
と
興
味
の
あ
っ
た
〝
保
育
〟〝
福
祉
〟
の

授
業
ば
か
り
の
た
め
、
ど
の
授
業
も
楽
し
く
、
授

業
の
度
に
新
し
い
知
識
に
触
れ
、
学
ぶ
こ
と
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
は
少
人
数
ク
ラ
ス
制
度
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
保
育
士
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
決
め
ら
れ
た
授
業
を
受
け
て
い
く
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
授
業
を
コ
ー
ス
の
み
ん
な
で
一
緒
に
受

け
て
い
ま
し
た
。
休
み
時
間
の
教
室
移
動
も
学
食

で
の
ラ
ン
チ
も
、
共
に
４
年
間
を
過
ご
し
た
子
ど

も
福
祉
コ
ー
ス
の
17
人
は
、
今
で
も
私
に
と
っ
て

　

高
校
時
代
（
新
田
高
校
）
の
練
習
は
、
思
い
出

し
た
く
も
な
い
ほ
ど
厳
し
か
っ
た
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ

に
進
学
し
た
き
っ
か
け
は
、河
上
國
男
さ
ん
（
観

光
学
部
軟
式
野
球
部
監
督
）
に
お
声
掛
け
頂
い

た
か
ら
で
す
。 

大
学
時
代
の
監
督
は
原
田
勝
美

さ
ん
で
し
た
。
原
田
監
督
も
、
非
常
に
厳
し
い

方
で
し
た
の
で
、
４
年
間
、
本
当
に
苦
し
い
練

習
で
し
た
。
学
内
で
授
業
を
受
講
し
て
い
る
以

外
の
時
間
は
、
ほ
ぼ
、
白
球
を
追
い
か
け
、
走

り
回
っ
て
い
た
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
校
時
代
を
上
回
る
ほ
ど
、
厳
し
い
監
督
さ

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

そ
し
て
福
祉
の
勉
強
を
し
て
い
く
傍
ら
、
体
育

会
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
日
々
部

活
に
励
み
ま
し
た
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
業
は
未
経
験

な
上
に
、
先
輩
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
卒
業
さ
れ
た
後

だ
っ
た
た
め
、
同
期
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ふ
た
り

で
文
字
通
り
一
か
ら
や
り
方
を
構
築
し
て
い
き
ま

し
た
。
真
夏
の
暑
い
日
も
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の

日
も
、
水
道
管
が
凍
る
よ
う
な
冬
の
朝
も
、
と
に

か
く
選
手
た
ち
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
動
き
回

り
ま
し
た
。
選
手
か
ら
か
け
ら
れ
る
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
一
言
だ
け
で
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
る
の

か
と
思
っ
た
ぐ
ら
い
、
後
に
も
先
に
も
あ
の
４
年

間
ほ
ど
人
の
た
め
に
毎
日
頑
張
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。〝
選
手
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
〟
と
い
う
正

解
が
無
い
よ
う
な
作
業
の
な
か
で
、
泣
い
て
笑
っ

て
、
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
も
切
磋
琢
磨

し
て
い
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
時
間
は
、
私
に

ん
で
、
主
将
と
し
て
悩
み
、
苦
し
み
、
涙
し
た

こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
心
身
と

も
に
、
本
当
に
鍛
え
ら
れ
た
と
、
今
は
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

教
職
の
道
を
選
び
、
９
年
間
松
山
城
南
高
校

で
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
あ
と
、
京
都
の
学
校
に

移
り
ま
し
た
が
、
２
年
間
で
ま
た
松
山
に
戻
り

ま
し
た
。「
創
部
す
る
自
転
車
部
の
監
督
を
や
っ

て
く
れ
な
い
か
」
と
校
長
に
打
診
さ
れ
、
監
督

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
自
転
車
部
の
指
導
に
当

た
っ
て
は
、
今
思
い
返
し
て
も
、
本
当
に
可
哀

高
た か ま ど の み や

円宮 絢
あ や

子
こ

2012年福祉総合学部
子ども福祉コース卒業

鮫
さ め

島
じ ま

 浩
こ う

二
じ

松山城南高校教諭・
自転車部監督
2005年3月　経営情報学部
卒業・硬式野球部で活躍

大
学
の
思
い
出
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
感
謝
の
気
持
ち

と
っ
て
本
当
に
大
切
な
思
い
出
で
す
。
今
年
度
か

ら
監
督
に
、
Ｆ
Ｃ
東
京
で
選
手
育
成
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
福
井
哲
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
大
学
の
顔
と

な
る
べ
く
サ
ッ
カ
ー
部
は
更
に
強
く
な
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

城
西
国
際
大
学
は
国
際
総
合
大
学
と
し
て
海
外

の
様
々
な
大
学
や
機
関
と
提
携
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
福
祉
の
学
部
で
あ
っ
て
も
、
海
外
へ
研
修

に
行
き
現
地
の
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
大
学
２
年
次
に
海
外
福
祉
研
修
で
カ

ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
ビ
ク
ト
リ
ア
を
訪
れ
、

そ
こ
で
見
学
に
行
っ
た
高
齢
者
施
設
で
見
た
利
用

者
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
衝
撃
を
覚
え
、

カ
ナ
ダ
の
福
祉
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。そ
の
後
、

大
学
院
在
学
中
に
カ
ナ
ダ
へ
留
学
し
、
多
民
族
国

家
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
日
韓
Ｗ
杯
か
ら
10
年
後

の
２
０
１
２
年
に
は
、
提
携
校
で
あ
る
韓
南
大

学
（
韓
国
）
が
来
日
し
サ
ッ
カ
ー
部
と
国
際
交
流

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
我
が

想
だ
っ
た
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
厳
し
く
し
ま
し

た
。
一
年
間
、
き
つ
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
、

時
に
理
不
尽
な
こ
と
、
生
徒
の
嫌
が
る
こ
と
を
、

徹
底
し
て
追
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

が
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
く
れ
た
結
果
が
、
今
年

の
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
の
完

全
制
覇
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
高
校
教
育
と
は
、
小
さ
な
完
成
品
を
育
て
る

教
育
で
は
な
く
、
大
き
な
未
完
成
品
を
育
て
る

教
育
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
完
成
品
な
が

ら
も
、
将
来
、
大
き
な
完
成
品
と
な
る
よ
う
、

生
徒
た
ち
を
育
て
て
行
く
こ
と
が
、
教
職
と
し

て
の
私
の
務
め
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
が
訪
韓
し
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
選

手
た
ち
に
と
っ
て
世
界
を
見
る
い
い
機
会
と
な
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
今
年
６
月
か
ら
福
祉
総
合
学
部

所
属
の
研
究
員
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
自
分

の
福
祉
の
研
究
を
し
つ
つ
、
学
部
の
広
報
活
動
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
在
学
中
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
、職
員
の
方
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
、

少
し
で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
大
学
の
た
め
、

日
本
の
福
祉
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
青
年
海
外

協
力
隊
員
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
秋
に
南
米
パ

ラ
グ
ア
イ
に
赴
任
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
予
定

で
す
。
首
都
の 

ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
バ
ス
で
６

時
間
も
か
か
る
小
さ
な
村
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
し
な
が
ら
「
青
少
年
活
動
」
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
村
の
小
学
校
を
回
り
、
音
楽
、
図
工
、

体
育
を
教
え
て
い
ま
す
。
村
の
子
供
た
ち
は
、

都
会
か
ら
離
れ
た
場
所
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
多

く
の
人
に
接
す
る
機
会
が
乏
し
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
育
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
、
情
操
教
育
を
通
し
て
、
そ
れ
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
の
が
任
務
で
す
。

　

大
学
２
年
の
時
に
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
に
交

換
留
学
生
と
し
て
10
か
月
間
、
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
大

洋
州
か
ら
来
た
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
学
生
た
ち
は
「
国
に
帰
っ
て
か
ら
国
の
た

め
に
捧
げ
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。「
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
た
い
」と
思
っ

て
ば
か
り
い
た
自
分
の
価
値
観
の
低
さ
に
気
付

く
と
と
も
に
、
同
じ
時
間
な
の
に
幸
せ
そ
う
に
、

ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
る
彼
ら
を
う
ら
や
ま
し

い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
留
学
ま
で
で
き
た
環
境
に
感

謝
し
な
が
ら
、「
国
際
協
力
」
を
学
ぶ
よ
う
に
な

将
来
は
国
連
な
ど
国
際
機
関
で
働
く
の
が
夢

山
や ま

口
ぐ ち

 萌
も え

青年海外協力隊員
2017年　国際人文学部
国際交流学科卒業

り
ま
し
た
。
４
年
生
な
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
研
修

に
参
加
し
、
孤
児
院
の
子
供
ら
と
接
し
、「
わ
た

し
た
ち
が
手
を
差
し
伸
べ
れ
ば
、
経
済
事
情
で

苦
し
む
子
供
ら
の
人
生
も
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
の
勧
め
も
あ
り
青

年
海
外
協
力
隊
に
興
味
を
持
ち
、
ま
ず
、
現
地

に
入
り
、
経
験
を
積
ん
で
か
ら
、「
国
際
協
力
」

に
つ
い
て
の
研
究
を
す
る
、
と
い
う
意
思
を
固

め
ま
し
た
。

　
「
青
少
年
活
動
」
の
分
野
が
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ

を
希
望
赴
任
地
に
選
び
、
青
年
海
外
協
力
隊
の

試
験
を
受
け
ま
し
た
。
体
力
も
選
考
の
重
要
基

準
で
す
が
、
ハ
ワ
イ
大
学
留
学
の
時
に
、
ホ
ノ

ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
た
こ
と
も
あ
り
、
体

力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
２
月
中
旬

に
、
隊
員
候
補
生
と
し
て
「
合
格
通
知
」
を
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
７
月
か
ら
は
、
70
日
間
、

延
べ
２
１
０
時
間
に
お
よ
ぶ
パ
ラ
グ
ア
イ
の
公

用
語
で
あ
る
ス
ペ
ン
イ
ン
語
の
研
修
が
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
で
の
経
験
を
ス

テ
ッ
プ
に
英
国
の
大
学
院
で
学
び
、
国
連
な
ど

国
際
機
関
で
働
く
の
が
夢
で
す
。

　

学
生
時
代
は
、
当
初
、
公
務
員
志
望
で
試
験

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
姉
妹
大
学
の
城
西

大
学
の
職
員
の
話
が
あ
り
、
ダ
メ
元
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
就
職
課
で
指
導
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
試
験
な
ど
も
上
手
く
進
み
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
学
務
課
、
薬
学
部
事
務
な
ど
３
部

署
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
学
務
課
は
、
学
長

直
属
の
部
署
な
の
で
、
い
わ
ゆ
る
秘
書
課
の
よ

う
な
部
分
と
、
大
学
の
各
学
部
等
の
取
り
ま
と

め
が
主
な
業
務
内
容
で
し
た
。
多
岐
に
わ
た
る

業
務
・
刺
激
に
な
る
業
務
も
あ
り
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
、
薬
学
部
事
務
室
で
の
勤
務
で
す
。
学

部
事
務
室
の
経
験
が
初
め
て
な
の
で
、
新
人
の

よ
う
な
状
態
で
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。
事
務

室
に
は
学
生
や
先
生
方
も
多
く
訪
れ
ま
す
の
で
、

交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

出
身
高
校
は
新
潟
県
の
村
上
桜
ケ
丘
高
校
で

す
。
地
元
か
ら
出
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

県
外
に
出
る
こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
第
一
志
望
校
は
違
う
大
学
で
、
英
語
を
専
門

に
勉
強
が
で
き
る
学
部
で
し
た
。
し
か
し
、
商

業
科
だ
っ
た
の
で
、
商
業
の
勉
強
が
面
白
く
な
っ

一
番
の
思
い
出
は
友
人
達
と
過
ご
し
た
時
間

桂
か つ ら

澤
ざ わ

 朗
あ き ら

城西大学職員
2004年 経営情報学部
卒業

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
商
業
系
と
好
き
な
英
語
の

両
方
が
勉
強
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
た
と

き
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
見
学
に
い
っ

た
と
こ
ろ
、
勉
学
内
容
や
施
設
の
充
実
さ
な
ど
に

ひ
か
れ
、
城
西
大
学
国
際
大
学
に
決
め
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
、
勉
学
と
遊
び
を
一
生
懸
命
や
っ

て
い
ま
し
た
。
部
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
立
ち
上
が

り
、
友
人
達
と
一
緒
に
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
よ
く
練
習
を
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

一
番
の
思
い
出
は
友
人
達
と
過
ご
し
た
時
間

で
す
。
グ
ア
ム
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
り
に
行
っ
た
り
、
毎
日
遅
く
ま
で
遊
ん
だ

り
、
中
で
も
卒
業
旅
行
は
一
番
の
思
い
出
で
す
。

　

大
学
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
時
間
で
す
。
大
学
生
で
し
か
で

き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
を

楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
（
勉
学

を
含
め
て
）
一
生
懸
命
行
い
、
将
来
の
糧
と
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

城
西
国
際
大
学
は
、
日
本
一
の
学
校
だ
と
教

え
子
た
ち
に
は
胸
を
張
っ
て
伝
え
て
お
り
ま
す
。

大
学
と
し
て
の
環
境
、
先
生
方
の
温
か
さ
・
熱

心
さ
な
ど
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。
そ
ん
な
大

学
で
勉
強
で
き
て
い
る
後
輩
た
ち
は
、
本
当
に

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
に
何
が
あ
ろ
う
と
も
、
今
を
精
一
杯
生

き
て
い
れ
ば
、
人
は
そ
れ
を
認
め
、
ど
れ
だ
け

未
来
に
夢
を
見
て
も
、
今
と
い
う
現
実
を
必
死

で
努
力
し
な
け
れ
ば
、未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
今

あ
る
の
み
」
だ
と
思
い
ま
す
。
今
が
、
必
ず
将

来
を
創
り
ま
す
。

　

遠
く
か
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
後
輩
た
ち
の

活
躍
を
、
卒
業
生
と
し
て
、
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

先輩 訪 問
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わ
た
し
も
教
え
て
い
ま
す

わ
た
し
も
教
え
て
い
ま
す林家

正
蔵 

特
任
教
授

1978年	 高校入学と同時に林家こぶ平として
	 落語協会に所属
　	81年	 東京都立竹台高等学校卒業
　	87年	 真打昇進
2003年3月	 春風亭小朝、笑福亭鶴瓶らと
	 「六人の会」結成
05年3月21日	 九代目・林家正蔵を襲名
　	05年～	 城西国際大学人文学部（その後、
	 国際人文学部国際文化学科に改組）
	 特任教授
　	14年～	 落語協会副会長
　	15年	 第70回文化庁芸術祭優秀賞受賞

Profile

　1978年４月、父・林家三平に入門。1980
年、三平没後、林家こん平門下へ。2005年3月
21日、九代目林家正蔵を襲名 。真打昇進は、史
上最年少の24歳で、17人抜きという快挙でし
た。しかも、祖父七代目林家正蔵、父林家三平と
親子三代の真打は史上初です。親しみやすい風
貌と人柄で、「こぶ平」さん時代からテレビやラ
ジオで活躍しています。
　城西国際大学では、「古典芸能と現代」を担
当しています。日本の伝統芸能の一つである落
語と現代のつながりを学ぶ科目です。初めに学
外授業にて実演を鑑賞、次いで「落語の歴史」

「歌舞伎、能、狂言と落語」「古典落語と新作落
語」「落語と現代社会」「古典の名人芸の解説」
等のテーマで実演を交えて講義しています。最
後に、受講者によるディスカッションでまとめま
す。正蔵先生はじめ講師陣と学生たちが一体に
なって展開される授業で、笑いが絶えません。

―
― 

２
０
０
５
年
か
ら
本
学
で
授

業
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
狙
い
で
、
ど
ん
な
授
業
を
な

さ
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
ま
ず
は
落
語
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く

伝
統
的
な
芸
能
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
古

典
芸
能
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
し
た
も
の
の

伝
統
的
な
美
し
さ
や
お
も
し
ろ
さ
を

目
や
耳
で
楽
し
む
、
そ
う
い
う
醍
醐

味
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業
で
は
私
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
師
匠
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
際
に

高
座
を
つ
く
り
、
落
語
は
勿
論
、
寄

席
の
演
芸
を
通
し
て
日
本
人
の
感
性

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
噺

も
『
地
噺
』、『
滑
稽
噺
』、『
人
情

噺
』
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
異
な
る
落

語
や
、
古
典
だ
け
で
な
く
新
作
落
語

も
実
演
し
て
い
ま
す
」

意
思
疎
通
の
仕
方
や
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
落
語
か
ら
学
ん
で

―
― 

こ
れ
ま
で
落
語
を
み
た
こ
と

の
な
い
学
生
も
多
い
の
で
す
が
、
学

生
の
反
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
古
典
落
語
で
も

ち
ゃ
ん
と
ポ
イ
ン
ト
を
は
ず
さ
ず

笑
っ
て
い
ま
す
し
、
新
作
落
語
で
は

大
笑
い
で
す
。
み
た
こ
と
が
な
く
て

も
、
み
れ
ば
面
白
い
、
そ
の
こ
と
が

分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
と
し
て
は
、
せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
、
テ
レ
ビ
の
な
か
の
落
語

家
で
は
な
く
、
実
際
の
落
語
家
が
何

を
考
え
て
い
る
の
か
、
ど
う
思
っ
て

落
語
を
演
じ
て
い
る
の
か
、
を
み
せ

た
い
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
意
志
疎
通

の
仕
方
や
生
き
る
ヒ
ン
ト
み
た
い
な

も
の
も
学
ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
レ
ポ
ー
ト

の
課
題
を
［「
落
語
」
と
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」］
そ
し
て
［「
現
代
」

と
「
古
典
」］
に
つ
い
て
考
え
る
、

と
し
ま
し
た
。
落
語
は
古
い
、
自
分

に
は
関
係
な
い
、
で
は
な
く
て
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
視
点

か
ら
と
ら
え
た
り
、
現
代
に
通
じ
る

部
分
が
あ
る
と
い
う
目
で
見
直
し
た

り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

―
― 

今
後
に
向
け
て
ひ
と
言
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
「
年
々
、
落
語
の
知
識
を
持
つ
、

意
識
の
高
い
学
生
が
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
や
っ
て
い
て
本
当
に
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
が
、
楽

し
み
で
す
」
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今
春
、
卒
業
し
た
加
藤
潤
也
選
手
（
経

営
情
報
学
部
）
が
、Ｊ
リ
ー
グ 

デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
３
（
Ｊ
３
）
の
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
、
に
、

２
０
１
７
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
加
入
し
た
。

加
藤
選
手
は
米
子
北
高
校
出
身
で
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
。

　

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
、

加
藤
選
手
は
「
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
第

　

加
藤
友
里
恵
さ
ん
（
２
０
０
９
年 

福
祉
総
合
学
部
卒

業
）
が
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
代
表
に
出
場
し
た

＝
写
真
。

　

加
藤
さ
ん
は
千
葉
・
銚
子
西
高
で
陸
上
競
技
を
始

め
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
在
学
中
は
、
女
子
駅
伝
部
に
所
属
し
た
。

２
０
０
５
年
の
第
23
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
で
は
総
合
第
３
位
に
入
賞
に
す
る
な
ど
、
中
心

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
卒
業
後
は
実
業
団
を
経
て
、
ト

ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
の
選

手
と
な
っ

た
。
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ

ン
は
30
代

が
世
界
の

ト
ッ
プ
を

争
う
競

技
。
加
藤

さ
ん
は
、

次
回
の
東

京
五
輪
も

見
据
え
て

い
る
。

　

今
春
、
経
営
情
報
学
部
を
卒
業
し
た
鈴
木
朋
樹
さ
ん
＝
写
真
＝
は
、
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
日
本
の
ホ
ー
プ
だ
。
一
躍
、
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
た
の

は
、
２
０
１
５
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
だ
。
当
時
２
年
生
だ
っ

た
鈴
木
さ
ん
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
初
マ
ラ
ソ
ン
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

記
録
は
１
時
間
30
分
23
秒
。
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
は
、
42
・
１
９
５
㌔
を
時
速

30
㌔
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜

け
る
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
だ
。

　

同
年
12
月
に
行
わ
れ
た
「
日
産

カ
ッ
プ
」。
こ
の
大
会
は
、
神
奈

川
県
横
須
賀
市
の
追
浜
駅
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
日
産
自
動
車
追
浜
工

場
内
の
自
動
車
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス

と
の
間
を
３
周
す
る
車
い
す
マ
ラ

ソ
ン
大
会
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

４
連
覇
中
の
本
命
選
手
を
破
り
、

３
秒
差
を
つ
け
て
47
分
０
秒
で

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
さ
ら

に
昨
年
10
月
の
大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
で
は
、２
位
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
、
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
（
途
中
で
リ
タ
イ
ア
）
も
参

加
し
、
注
目
を
集
め
た
。

　

25
歳
に
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

二
の
故
郷
で
あ
る
鳥
取
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
と
し
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
嬉
し
く
思
う
。
今
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
ガ
イ

ナ
ー
レ
鳥
取
の
Ｊ
２
昇
格
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
栗
和
也
選
手
（
経
営
情
報
学

部
）
が
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
「
ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
」

に
、
２
０
１
７
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
加
入
し

た
。
小
栗
選
手
は
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
校

出
身
で
、
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー
。

　

ま
た
廣
瀬
智
行
選
手
（
経
営
情
報
学
部
）

も
、Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
「
東
京
武
蔵
野
シ
テ
ィ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
に
、
入
団
し
た
。
廣

瀬
選
手
は
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
等
学
校
出

身
で
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
デ
フ
ェ
ン
ス
。

　

な
お
Ｊ
リ
ー
グ
に
は
、２
０
１
６
年
シ
ー

ズ
ン
に
「
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・

千
葉
」
に
大
野
哲
煥
選
手
が
加
入
し
て
い

る
。

　

沖
縄
市
の
コ
ザ
高
校
出
身
で
す
。
２
年
、

３
年
生
と
都
大
路
（
全
国
高
校
駅
伝
）
に

男
女
と
も
に
出
場
し
ま
し
た
。
２
年
生
は

２
区
で
、
３
年
生
の
時
は
１
区
を
走
り
ま

し
た
。
高
校
卒
業
し
て
か
ら
も
、
沖
縄
を

出
て
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
で
陸
上
競
技
を

し
た
い
と
思
い
、
顧
問
の
先
生
の
繋
が
り

で
城
西
国
際
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
の
練
習
は
朝
６
時
15
分
、
午
後

は
15
時
か
ら
約
２
～
３
時
間
。
ゴ
ル
フ
場

や
「
農
大
坂
」
を
走
り
、
大
学
近
く
の
環

境
に
恵
ま
れ
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
業
団
に
入
れ
る
タ
イ
ム
を
持
っ

て
い
な
い
私
が
愛
媛
銀
行
に
入
社
し
た
の

も
大
学
の
コ
ー
チ
の
繋
が
り
で
す
。
そ
う

い
う
事
も
あ
り
、
人
と
の
繋
が
り
や
縁
は

大
切
に
し
、
競
技
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

愛
媛
銀
行
は
、
行
員
数
が
１
４
１
５
人

を
数
え
、
支
店
数
は
１
０
３
支
店
あ
り
ま

す
。
９
時
か
ら
14
時
ま
で
銀
行
事
務
で
、

練
習
は
朝
５
時
45
分
、
午
後
は
15
時
か
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
選
手
３
人
で
駅

伝
メ
ン
バ
ー
が
組
め
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
７
人
に
な
り
、
駅
伝
の
予
選
会
に

出
場
し
、
本
戦
出
場
に
向
け
て
練
習
を
積

ん
で
い
ま
す
。
去
年
の
創
部
と
同
時
に
主

将
に
な
り
ま
し
た
。
駅
伝
部
の
Ｏ
Ｇ
で
あ

る
中
村
萌
乃
さ
ん
や
阿
部
友
香
里
さ
ん
ら

実
業
団
の
ト
ッ
プ
で
走
る
先
輩
方
は
、
ほ

ん
と
に
カ
ッ
コ
よ
く
て
憧
れ
の
選
手
で
す
。

一
緒
の
舞
台
で
走
り
た
い
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
！ 

　

愛
媛
銀
行
の
男
子
駅
伝
部
の
主
将
の

甲
岡
昌
吾
さ
ん
は
、
城
西
大
学
出
身

（
２
０
１
１
年
卒
業
）
で
、
姉
妹
校
と
い
う

繋
が
り
も
あ
り
、
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。

城
西
出
身
者
が
同
じ
会
社
、
競
技
を
し
て

い
る
と
心
強
い
気
持
ち
で
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
１
年
半
に
な
り
ま
す

が
、
後
輩
の
こ
と
は
気
に
な
り
ま
す
。
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
試
合
の
結
果
の
頑

張
り
を
耳
に
す
る
と
「
も
っ
と
頑
張
ら
な

い
と
」
と
刺
激
を
貰
い
な
が
ら
活
躍
を
見

て
い
ま
す
。
自
分
が
主
将
に
な
っ
た
時
は

口
下
手
で
何
も
出
来
な
か
っ
た
で
す
が
、

そ
れ
で
も
つ
い
て
来
て
く
れ
た
の
で
、
後

輩
達
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
可

愛
い
後
輩
達
で
す
。
大
塚
正
美
先
生
も
監

督
に
復
帰
し
、
競
技
、
生
活
の
面
で
も
良

い
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。
私
達
が
出
来
な
か
っ
た
「
全
日
本
」

に
絶
対
出
場
し
て
欲
し
い
で
す
。
久
し
ぶ

り
に
城
西
国
際
大
学
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
仙

台
を
走
る
の
を
沢
山
の
方
が
期
待
し
て
い

る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
！ 

　

愛
媛
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
！

人
と
の
繋
が
り
や

縁
を
大
切
に

卒
業
生
の
加
藤
友
里
恵
さ
ん
が
、

リ
オ
五
輪
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
出
場

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
鈴
木
朋
樹
さ
ん

愛
媛
銀
行
勤
務

２
０
１
６
年
３
月

経
営
情
報
学
部
卒
業
・

女
子
駅
伝
部
で
活
躍

大お

お

城し

ろ 

優ゆ

衣い

サ
ッ
カ
ー
部
―
3
人
が

J
リ
ー
グ
な
ど
へ
は
ば
た
く

学生と
　ともに



―
―
東
金
市
は
、
市
を
あ
げ
て
城
西

国
際
大
学
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
に

と
っ
て
本
学
は
ど
ん
な
存
在
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
千
葉
県
の
東
部
地
域
で
唯
一
の

総
合
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
的
施
設

が
あ
る
の
は
、
地
域
に
と
っ
て
意
味

あ
る
こ
と
で
す
。
市
民
に
開
か
れ
た

図
書
館
、
博
物
館
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
人
口
６
万
人
の
市
に
５
０
０
０

人
も
の
学
生
や
教
職
員
が
お
り
ま

す
。
多
く
の
若
い
人
が
地
域
を
活
性

化
し
、
地
域
経
済
・
産
業
に
も
刺
激

を
与
え
て
い
ま
す
」

―
―
城
西
国
際
大
学
の
地
域
へ
の

貢
献
と
地
域
（
自
治
体
）
か
ら
の
協

力
に
つ
い
て
、
看
護
学
部
の
開
設
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
看
護
学
部
の
学
生

が
、
東
金
九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
（
東
金
市
）
か
ら
奨
学
金
を
い

た
だ
い
て
多
数
の
卒
業
生
が
、
東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
奉
職
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
千
葉
県
は
人
口
当
た
り
の
看
護
師

の
数
が
全
国
で
下
か
ら
３
番
目
に
低

い
県
で
す
。
そ
の
中
で
も
東
金
市
は
、

県
の
平
均
数
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
城
西
国
際
大
学
の
看

護
学
部
の
卒
業
生
20
人
が
東
千
葉
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
奉
職
し
ま
し

た
。
今
年
は
17
人
が
入
り
ま
し
た
。

社
会
が
高
齢
化
す
る
中
、
多
く
の
看

護
師
が
必
要
で
す
。
城
西
国
際
大
学

で
学
ん
だ
看
護
師
は
勤
勉
で
高
い
技

術
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

―
―
本
学
は
「
地
域
に
密
着
し
た
国

際
大
学
」
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

東
金
市
と
は
、
最
近
で
も
、
姉
妹
都

市
の
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ュ
エ
イ
ユ
・
マ

ル
メ
ゾ
ン
市
の
東
金
訪
問
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
招
い
た
空
手
選
手
が
、
城

西
国
際
大
学
で
行
わ
れ
た
「
日
本
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
交
流
空
手
道
大
会
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
城
西
国
際
大
学
の
特
徴
は
、
そ

の
国
際
的
な
多
様
性
で
し
ょ
う
。
東

金
市
も
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
多
く
の

国
々
の
人
々
を
歓
迎
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
国
際
性
、
多
様
さ
が
あ
る
こ

と
は
、
東
金
の
宝
物
で
す
。
貴
学
と

の
協
力
を
通
し
て
、
さ
ら
に
国
際
的

な
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
」

城西国際大学の国際性・多様さは東金の宝物

―
―
東
金
市
役
所
で
、
業
務
に
励
ん

で
い
る
本
学
の
卒
業
生
も
目
立
ち
ま

す
。
東
金
市
と
本
学
と
の
関
係
を
物

語
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
に

対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

志し

賀が

直な

お

温は

る 

東
金
市
長

　
「
東
金
市
役
所
で
は
、
城
西
国
際

大
学
の
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
研
修
生

は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
祝
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
円
宮
絢
子
女
王
殿
下
が
、
福

祉
総
合
学
部
の
研
究
生
に
な
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
大
学
時
代
は
勉
学
・
研

究
に
励
み
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
研
究
生
と
し
て
大
学
に
来
ら

れ
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
、
と
思

い
ま
す
」

　東金市・城西国際大学（産学官）懇談会が 10 月４日、東金キャンパスの会議室で開かれた
＝写真。大学、東金市、東金商工会議所は、これまでも相互の連携を図り、地域の活性化に
取り組んできた。その連携をさらに深めるため、同懇談会を開催することになった。
　志賀直温・東金市長、清宮利男・東金市議会議長、小川秀二・東金商工会議所会頭や各事
務局の担当者らが出席した。
　まず、志賀市長が「平素から城西国際大学にはお世話になっています。市と大学、商工会
議所が連携して、産業振興や人材育成に取り組み、地域を活性化させたいと思います。本格
的な人口減少社会になりますが、連携して、それに歯止めをかける工夫をしていきたい。大
学と地域は運命共同体です。互いに情報を共有しながら柔軟な発想で進めていきたい」と述
べた。
　続いて杉林堅次学長が「大学は新体制になりました。９月 11 日に新理事長に大正製薬の上
原明さんが就任しました。わたしも４月から城西国際大学の学長となりました。学生に寄り
添い、学生を中心にした教育をさらに推進させていきたいと思います」と「新ＪＩＵ」につ
いて説明しながら「大学がこれまで東金市、商工会議所から協力していただいたことに感謝
いたします。今後は、大学は、ますます地域との連携が必要となってきます。地域との連携
がなければ生きていけなくなるでしょう。地域の方々との『協働』を進め、共に創造する『共
創』の心でやっていきたい」と述べた。
　また、清宮利男・東金市議会議長は「東金市の高齢化は進み、65 歳以上が 28％を占めて
います。この状況を踏まえ、大学と連携して市を活性化させたい」。小川秀二・東金商工会議
所会頭は「１３００の事業所が加盟する経済団体で、城西国際大学が最大の会員です。大学
とのつながりでプロジェクトを考えていきたい」とそれぞれ述べた。
　このあと、懇談会に移り、それぞれがも
つニーズや活用できる経営資源等について
情報交換を行い、互いの取り組みを活かし
ながら一体となって連携・協働し、地方創
生の実現に向けたまちづくり、地域におけ
る産業振興、人材の育成など、東金の発展、
魅力ある地域づくりの実現に資するための
提案などが活発に行われた。

東金市・城西国際大学（産学官）懇談会

The  Interview

2425

　

環
境
社
会
学
部
は
、
４
月
22

日
、東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の「
道

の
駅
」
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
パ

ソ
コ
ン
解
体
体
験
」
を
実
施
し

た
＝
写
真
。
環
境
社
会
学
部
の

社
会
人
学
生
２
名
、
学
生
１
名
、

卒
業
生
１
名
の
４
名
が
、
子
ど

も
た
ち
の
解
体
の
指
導
と
手
伝

い
を
協
力
し
て
く
れ
た
。

　

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、家
電
製
品
、

自
動
車
な
ど
に
は
、
地
下
資
源

の
希
少
金
属
が
材
料
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
機
器
に

は
大
量
の
鉱
物
資
源
が
眠
っ
て
お

り
、
都
市
の
中
に
あ
る
鉱
山
と
い

う
意
味
で「
都
市
鉱
山
」
と
称
し

て
い
る
。
31
種
類
の
希
少
金
属（
レ

ア
メ
タ
ル
）の
う
ち
、パ
ソ
コ
ン
に

は
20
種
類
が
使
わ
れ
て
い
る
。
不

要
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
廃
棄

す
れ
ば
、
廃
棄
し
た
分
だ
け
レ
ア

メ
タ
ル
は
減
る
。
日
本
で
は
レ
ア

メ
タ
ル
は
採
れ
な
い
の
で
、
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
３

歳
か
ら
小
学
校
２
年
生
ま
で
。
ま

ず
は
解
体
の
面
白
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
の

イ
ベ
ン
ト
だ
。
成
長
し
て
か
ら
資

源
の
こ
と
を
知
っ
た
時
に
初
め
て
、

の
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。

　

出
席
く
だ
さ
っ
た
施
設
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。（
順
不
同
・

敬
称
略
）

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
：
マ
イ

ホ
ー
ム
習
志
野
、中
野
園
、実
恵
園
、

ゆ
り
の
木
苑
、
い
ず
み
苑
、
ロ
ー
ゼ

ン
ヴ
ィ
ラ
は
ま
野

■ 

介
護
老
人
保
健
施
設
：
老
人
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
浅
井
、
シ
ル
バ
ー
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
習
志
野
、

ミ
ス
・
ヘ
ン
テ
記
念
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

■ 

障
害
者
支
援
施
設：コ
ス
モ・ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
、
ロ
ー
ゼ
ン
ヴ
ィ
ラ
藤
原

ク
ト
」の
２
つ
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
鴨
川
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
紹
介
す
る
と
、
３
つ
の
調
査
研

究
事
業
が
あ
る
。
鴨
川
市
や
周

辺
地
域
に
お
け
る
観
光
魅
力
の

情
報
発
信 

▼
道
の
駅「
鴨
川
オ
ー

シ
ャ
ン
パ
ー
ク
」
独
自
の
商
品
・

料
理
等
の
開
発 

▼
道
の
駅
「
鴨

川
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
」
訪
問
客

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
だ
。

　

２
０
１
７
年
３
月
に
は
、「
第
２

回 

道
の
駅
と
大
学
連
携
成
果
発

表
交
流
会
」
に
参
加
し
た
。
観
光

学
部
の
学
生
は
、鴨
川
オ
ー
シ
ャ

ン
パ
ー
ク
に
訪
れ
た
お
客
様
の
滞

在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的

に
、「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
す
た
め
の
空
間
を
演
出
す
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。

小
さ
い
時
の
体
験
を
思
い
出
し
て

も
ら
え
る
と
思
う
。今
回
は
、子
ど

も
10
名
、親
が
12
名
、大
人
9
名

が
参
加
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の

体
験
教
室
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

い
て
学
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
従
事
し
て
い
る
方
々
の
お
話
を

伺
い
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
体
験
す

る
こ
と
は
、
受
講
生
た
ち
に
と
っ

て
忘
れ
が
た
い
経
験
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
２
日
目
は
、
東
邦
大

学
看
護
学
部
の
福
島
氏
よ
り
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
い
う
概
念
を

中
心
と
し
た
「
子
産
み
、
子
育
て

か
ら
始
ま
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
の
地

域
が
抱
え
る
問
題
を
抽
出
し
、
そ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
と

共
に
自
ら
考
え
る
「
こ
ど
も
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
提
案
し
た
。

ホ
ー
ル
で
各
教
科
に
関
す
る

全
体
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、看
護
学
部
、

理
学
療
法
学
科
、
国
際
人
文
学

部
、
経
営
情
報
学
部
に
関
す
る

本
学
教
員
に
よ
る
授
業
を
体
験

し
た
＝
写
真
。

　

成
東
高
等
学
校
と
は
、
教

金
市
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
内
の
「
と
う
が
ねN

ews

」
の

制
作
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

道
の
駅
「
み
の
り
の
郷
」
の
紹

介
を
行
っ
た
。
学
生
達
は
各
自

事
前
に
企
画
を
考
え
、イ
ン
タ
ー

育
提
携
協
定
の
一
環
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
高
校
３
年

生
を
対
象
に
本
学
を
会
場
と

し
た
高
大
連
携
講
座
「
多
文

化
共
生
講

座
」
を
開

講
し
、
大

学
教
員
の

授
業
を
成

東
高
校
生

が
受
講
す

る
。

ン
シ
ッ
プ
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
、
職
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
経
て
、
台
本
作
り
や
演
出

を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
元
公
共

施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
等

５
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
で
も

話
題
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
「
濃
溝

の
滝
（
君
津

市
）」
＝
写

真
＝
や
昔

懐
か
し
い

昭
和
の
街

並
み
が
国

道
沿
い
に
残
る「
久
留
里
（
君
津

市
）」、
独
特
な
栽
培
方
法
で
人
気

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
「
エ
ザ
ワ
フ

ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
木
更
津
市
）」、
創

業
１
０
０
年
の
老
舗
「
宝
屋
（
木

更
津
市
）」、
夕
焼
け
の
景
色
で
人

気
上
昇
中
の
「
原
岡
桟
橋
」、
館
山

の
観
光
拠
点
で
も
あ
る
「
渚
の
駅

た
て
や
ま
」
や
「
た
て
や
ま
夕
日
桟

橋
」
な
ど
を
視
察
し
た
。

２
０
２
０
年
に
向
け
て

さ
ら
な
る
観
光
振
興

商
工
会
議
所
と

学
生
・
指
導
者
・
教
員
が

一
体
と
な
り
大
き
な
成
果

介
護
実
習
報
告
会

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
授
業
体
験

教
育
提
携
校
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
―
―
自
前
企
画
を
プ
レ
ゼ
ン

東
金
市
役
所
で

「
こ
ど
も
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

九
十
九
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

３
歳
の
子
ど
も
か
ら
社
会
人
ま
で
31
名
が
参
加

親
子
で
楽
し
む「
パ
ソ
コ
ン
解
体
」体
験

「
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
・
空
間
」
を
テ
ー
マ
に

道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

とともに域地

　

４
月
26
日
、
教
育
提
携
校
で

あ
る
、
千
葉
県
立
成
東
高
等
学

校
１
年
生
約
２
８
０
名
が
東
金

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
習
法
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
た
。
冒
頭
、
光

本
篤
史
副
学
長
が
激
励
の
挨
拶

を
お
こ
な
っ
た
。

　

５
０
０
名
収
容
の
水
田
記
念

　

８
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、

経
営
情
報
学
部
公
共
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
の
学
生
３
名
が
東
金

市
役
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
。
配
属
先
で
あ
る
企
画

制
作
部
企
画
課
に
お
い
て
、
東

　

観
光
学
部
は
、
木
更
津
・
君
津
・

館
山
の
３
商
工
会
議
所
と
の
連
携

事
業
を
実
施
、
南
房
総
地
域
に
訪

れ
た
観
光
者
の
観
光
動
向
や
消
費

動
向
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
目
指
し
、

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に

資
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。 

　

９
月
12
日
、
調
査
１
回
目
と
し

て
、
木
更
津
市
、
君
津
市
、館
山

市
内
観
光
資
源
の
実
地
調
査
を

行
っ
た
。最
近
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

　

７
月
13
日
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

水
田
記
念
ホ
ー
ル
で
福
祉
総
合
学

部
介
護
福
祉
コ
ー
ス
４
年
生
に
よ

る
「
２
０
１
７
年
度　

介
護
実
習

報
告
会
」
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
実
習
報
告
会
は
、
介
護
実

習
を
終
了
し
た
４
年
生
の
発
表
を

中
心
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

12
施
設
19
名
の
実
習
指
導
者
を
は

じ
め
、介
護
福
祉
コ
ー
ス
１
～
３
年

生
も
出
席
し
、
約
１
０
０
名
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。
全
体
会
の
後
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
報
告
会
が

行
わ
れ
た
。
参
加
さ
れ
た
実
習
指

導
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
は
多
く
の

質
問
や
講
評
を
い
た
だ
い
た
。
学

生
・
実
習
指
導
者
・
教
員
が一体
と

な
っ
て
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
は
、こ
の
実
習
報
告
会

　

８
月
最
後
の
週
末
、
恒
例
の

九
十
九
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ケ

ア
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７
が
、
医

学
、
薬
学
、
看
護
、
福
祉
で
学
ぶ

大
学
生
を
中
心
と
し
た
32
名
の
受

講
生
参
加
に
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｕ
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
こ
ど
も
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
徴
で
も
あ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、「
医

療
・
保
健
フ
ィ
ー
ル
ド
」、「
子
育

て
支
援・行
政
フ
ィ
ー
ル
ド
」、「
地

域
福
祉
フ
ィ
ー
ル
ド
」、「
教
育
支

援
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
わ
か
れ
、
こ

の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
子
育

て
支
援
に
関
連
す
る
活
動
に
つ

　

観
光
学
部
で
は
、２
０
１
５
年

か
ら「
道
の
駅
」を
テ
ー
マ
に
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。「
道
の
駅
」
は
、
国
土
交
通
省

に
よ
り
登
録
さ
れ
た
、休
憩
施
設

と
地
域
振
興
施
設
が
一
体
と
な
っ

た
施
設
。関
係
団
体
と
協
力
し
て
、

「
道
の
駅
」を
大
学
に
お
け
る
実
践

教
育
の
場
と
し
、地
域
振
興
拠
点

と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
方
策
を
学
生
参
画
の
も
と
に
研

究・
実
践
す
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
人
材
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

千
葉
国
道
事
務
所
・「
道
の
駅
」

鴨
川
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
・
観
光

学
部
の
３
者
が
連
携
し
て
実
施
す

る「
鴨
川
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
、「
成
田
地
域
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ



　

千
葉
県
の
柏
市
立
柏
高
校
で
は
甲

子
園
に
出
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
城
西
国
際
大
学
に
進
学
後
、
捕

手
と
し
て
１
年
春
か
ら
リ
ー
グ
戦
に

出
場
。
１
年
秋
と
２
年
春
に
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
を
受
賞
。
４
年
は
主
将
に
。

２
０
１
５
年
夏
季
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
金
メ

ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
た
。
同
年
秋
、

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
か
ら
４
位
指
名
を
受
け
、
入
団
し

た
。

　

頭
角
を
現
し
た
の
は
、
今
年
の

夏
。
８
月
８
日
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

戦
か
ら
一
軍
に
昇
格
し
た
。
そ
の
日

に
代
打
と
し
て
公
式
戦
初
出
場
を
果

た
し
、初
打
席
初
安
打
を
記
録
し
た
。

８
月
18
日
の
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
戦
で
は
延
長
10
回
裏
に
プ
ロ

入
り
初
本
塁
打
を
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打

で
達
成
し
た
。
こ
の
プ
レ
ー
が
フ
ァ

ン
の
目
に
留
ま
り
、
８
月
度
の
「
月

間
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
ヒ
ー
ロ
ー
賞
」
を

受
賞
し
た
。

　

そ
し
て
８
月
25
日
の
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
戦
で
は
「
８
番
・
捕
手
」
と

し
て
一
軍
で
初
の
先
発
メ
ン
バ
ー
で

起
用
さ
れ
た
。
５
回
に
同
点
と
な
る

２
点
本
塁
打
を
放
っ
た
＝
写
真
。
ま

た
、
９
月
５
日
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

で
は
、
２
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
９
回
裏

２
死
一
塁
で
打
席
に
立
ち
、
同
点
本

塁
打
を
放
つ
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
。 

　

８
月
18
日
の
初
本
塁
打
を
放
っ
た

こ
と
に
、
各
新
聞
は

「
城
西
国
際
大
出
身
で
、
８
日
に

１
軍
初
昇
格
を
果
た
し
た
ば
か

り
。
プ
ロ
で
は
わ
ず
か
２
安
打
だ

が
『
打
て
る
捕
手
』
と
の
評
判
通

り
の
持
ち
味
を
発
揮
し
た
。
途
中

出
場
で
３
度
目
の
打
席
と
な
っ
た

十
回
２
死
二
塁
。
高
め
に
来
た
ス

ラ
イ
ダ
ー
を
振
り
抜
い
た
。
打
球

が
右
翼
席
に
軽
々
と
到
達
し
て

も
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
走
り
抜
け
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
手
荒
い
祝
福
を
受
け

た
。	

両
チ
ー
ム
計
27
安
打
、
16

得
点
の
乱
打
戦
で
、
巨
人
は
宇
佐

見
ら
、
途
中
出
場
選
手
の
活
躍
が

光
っ
た
。
七
回
は
と
も
に
代
打
で

送
ら
れ
た
宇
佐
見
が
四
球
、
橋
本

到
が
二
塁
打
で
、
陽
岱
鋼
の
同
点

３
ラ
ン
を
呼
び
込
む
。
十
回
も
２

死
か
ら
代
打
・
中
井
が
左
翼
線
二

塁
打
で
宇
佐
見
に
つ
な
げ
た
。
控

え
選
手
の
活
躍
に
高
橋
監
督
も
目

を
細
め
る
」

と
い
っ
た
内
容
の
記
事
・
解
説
を
掲

載
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
で
、
宇
佐
見
選
手

を
指
導
し
た
硬
式
野
球
部
の
佐
藤
清

監
督
は
「『
巨
人
の
星
』
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

2627

宇う

佐さ

見み

真し

ん

吾ご

さ
ん
・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
所
属

「『
巨
人
の
星
』に
な
っ
て
ほ
し
い
」（
硬
式
野
球
部
・
佐
藤
監
督
）

受
賞
（
８
月
）

「
月
間
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
ヒ
ー
ロ
ー
賞
」

２
０
１
６
年
環
境
社
会
学
部
卒
業

写真提供・読売巨人軍

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育成思想を実
現するために設けられている奨学制度です。建学の精神
に則り、成績優秀な学生の顕彰とさらなる育成を目的と
しています。各学部・学科から学年ごとに１名が選ばれ
ます。また、水田奨学生に準ずる者として、学習奨励賞
並びに成績優秀者を選考して表彰します。
国際的な勉学を奨励することを目的として、JEAP 留学制度に
よる留学の支援として、選考により、上限50万円を授与します。

鴨川市に居住し、観光学部に入学する場合、４年間の授業料
30% を減免します。（総額 924,000 円）

南房総地域※に居住し、経済的に修学困難と認められる者が観
光学部に入学する場合、４年間の授業料30%を減免します。（総
額 924,000 円）
※南房総地域は、南房総市、館山市、鋸南町、富津市、君津市、
木更津市、袖ヶ浦市、大多喜町、勝浦市、御宿町、いすみ市と
なります。

本学の建学の精神である国際社会で貢献できる人材育成の実現
のために、学業優秀であり、かつ留学における学習成果が期待
できる学生に対し、海外研修に参加する際の費用を給付します。

高い勉学意欲、並びに地域社会に貢献する意識をもつ社会人
学生を対象にした奨学制度です。「4 年での卒業を目指す場合」
に授業料及び施設設備費を 50％減免、「5 年以上 8 年以内で卒
業を目指す場合」には申請単位数に応じた額を授業料とする単
位制学費を適用し、施設設備費も 50％減免します。

学費支弁者たる第１保証人の会員が死亡した時は、通常の卒業
課程の範囲を限度に、授業料を無利息で貸与する。

成績・人物が優秀な学生。

JEAP 留学制度を利用して海外へ留
学する学生。

鴨川市に居住し、観光学部に入学し
た者。

南房総地域に居住し、観光学部に入
学した者。かつ、家計支持者の前年
度年収が 500 万円以下、または兄姉
が大学に在学中の第２子以下の場合
は年収が 800 万円以下の場合に申請
資格を有します。

国際人文学部国際文化学科（中国言
語文化コース、韓国言語文化コース）・
国際交流学科に在籍し、人物・学業
が備わり、海外研修に参加する者。

看護学部・薬学部・福祉総合学部理
学療法学科をのぞく全学科に在籍す
る社会人学生。

希望する者。

全学年給付

給付

給付

給付

給付

給付

貸与

2 年次以降

全学年

全学年

１年次のみ

全学年

全学年

水田奨学生制度

名称 種別 内容

奨学金制度一覧

水田国際奨学金制度

鴨川市人材育成支援
制度〈授業料減免〉（観
光学部対象）

南房総地域人材育成支
援制度〈授業料減免〉

（観光学部対象）

海外留学奨励奨学生

社会人特別奨学生制度

父母後援会会員の死亡
による授業料の奨学金

　

城
西
国
際
大
学
の
同
窓
会

は
、
第
１
期
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
１
９
９
６
年
に
創
設

さ
れ
、
同
窓
生
の
数
は
、
今
や

１
８
０
０
０
人
に
達
し
て
い
る
。

在
学
生
へ
の
支
援
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
な
ど
、
母
校
の
サ
ポ
ー
ト

は
も
と
よ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
同
窓
生
と
大

学
と
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
を
目
指

し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
支
部
設
立
を
目
的
に
各

地
区
で
同
窓
会
を
開
催
し
た
り
、
特

別
に
会
員
が
集
ま
れ
る
場
所
を
提
供

し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
る
取
り
組
み
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

同
窓
会
事
務
局
は
、
東
金
キ
ャ
ン

パ
ス
の
本
部
棟
4
階
に
あ
る
。

□問い合わせ

　☎０４７５- ５３- ２１４１
　（月～金 ９時～17時　※ただし火曜休）

　

城
西
国
際
大
学
は
、
国

際
大
学
ら
し
く
海
外
と
の

結
び
つ
き
も
強
く
、
勉
学

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
す
ば

ら
し
い
設
備
の
も
と
、
野

球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
運
動
部

や
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
活

か
し
た
文
化
部
な
ど
の
課

外
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
１
８
０
０
０

人
を
超
え
る
同
窓
生
の
力

を
結
集
し
て
母
校
の
発

展
・
名
声
高
揚
の
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
同
窓
生
の
絆
を
深
め

る
た
め
、
各
地
区
の
同
窓

会
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。

城西国際大学 同窓会・青柳吉彦会長　ごあいさつ

同窓会
から

対象 対象年次



大学
Goodsグッズ

父
母
後
援
会
か
ら

2829 2829

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
７
月
11
日
、

藤
縄
善
朗
市
長
や
ト
ゥ
レ
イ
ン
・
タ

ン
・
ズ
ィ
ン
駐
日
大
使
、
施
設
提
供

な
ど
で
連
携
協
力
し
て
い
る
Ｊ
Ｕ
の

白
幡
晶
学
長
ら
が
記
者
会
見
し
て
明

ら
か
に
し
た
。
今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

選
手
が
Ｊ
Ｕ
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
で
強
化
合
宿
や
大
会
直
前
合
宿
を

行
う
ほ
か
、
市
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
る
。

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
、大
会
参
加
国
・

地
域
と
登
録
市
町
村
の
交
流
を
支
援

す
る
国
の
事
業
で
、
事
前
合
宿
や
交

流
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
国
か
ら
費

用
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
見
で
、
白
幡
学
長
は
「
市
の
活
動

に
学
生
や
教
職
員
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
、ミ
ャ

ン
マ
ー
と
大
学
と
の
交
流
促
進
に
貢

献
し
た
い
。
学
生
が
世
界
に
目
を
向

け
る
機
会
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ズ
ィ
ン
大
使
は
「
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。施
設
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、

選
手
た
ち
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
」

　

10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
「
日
本
記

録
挑
戦
会 

兼 

住
友
電
工
杯
」（
兵

庫
県
伊
丹
市
）
の
男
子
２
０
０
㍍

ハ
ー
ド
ル
※
に
お
い
て
、
城
西
大
学

陸
上
競
技
部
の
渡
部
佳
朗
選
手
（
経

営
学
部
３
年
）が
22
秒
55
で
優
勝
し
、

世
界
最
高
タ
イ
記
録
、
日
本
最
高
記

録
を
樹
立
し
た
。

　

２
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
は
主
要
競
技

会
で
定
例
的
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い

　

城
西
大
学

現
代
政
策
学

部
の
奈
良
沢

由
美
准
教
授

（
現
教
授
）
＝
写
真
＝
が
、
日
本
学

士
院
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
授
賞
式
が

６
月
に
東
京
・
上
野
の
日
本
学
士
院

で
行
わ
れ
た
。

　

日
本
学
士
院
賞
は
、
学
術
上
特
に

優
れ
た
論
文
、
著
書
そ
の
他
の
研
究

業
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
。
授

賞
式
は
明
治
時
代
か
ら
毎
年
行
わ

れ
、
今
年
で
１
０
７
回
を
迎
え
た
。

　

奈
良
沢
さ
ん
は
１
９
８
９
年
、
東

京
大
学
文
学
部
を
卒
業
。
１
９
９
２

年
、
東
京
大
学
人
文
科
学
研
究
科
修

と
語
っ
た
。

　

９
月
19
日
に
は
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
お
昼
休
み
を
利
用
、
市
民

や
職
員
約
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

藤
縄
市
長
の
挨
拶
に
続
き
、
市
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
交
流
大
使
を
務
め
る
Ｊ

Ｕ
の
テ
ィ
テ
ィ
レ
イ
客
員
教
授
が
歴

史
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
紹
介
。
現
代
政
策

学
部
で
学
ん
で
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
の
留
学
生
、
タ
ン
・
ト
ウ
ダ
ー
・

ウ
ィ
ン
さ
ん
＝
写
真
㊨
＝
と
ウ
ィ

ン
・
ス
ェ
ー
・
ズ
イ
ン
＝
同
㊧
＝
さ

ん
が
、
水
か
け
祭
り
で
踊
る
と
い
う

民
俗
舞
踊
を
披
露
し
て
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
た
。

種
目
で
、
世
界
記

録
・
日
本
記
録
の

公
認
対
象
外
種
目

だ
が
、
渡
部
選
手
は
１
９
９
５
年
に

イ
タ
リ
ア
のL

aurent O
ttoz

が
記

録
し
た
22
秒
55
に
並
ん
だ
。

※
２
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
は
、
10
台
の
ハ
ー
ド
ル

を
跳
び
越
え
な
が
ら
２
０
０
㍍
を
走
る
。
現
在

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
で
実
施
さ
れ

て
い
な
い
が
、
１
９
０
０
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
１
９
０
４
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
実
施
種
目
だ
っ
た
。

士
課
程
修
了
。さ
ら
に
２
０
０
８
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ

大
学
の
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程

を
修
了
し
た
。
東
京
大
学
助
手
な
ど

を
経
て
、
２
０
１
６
年
５
月
か
ら
８

月
ま
で
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
客

員
教
授
、
同
８
月
か
ら
准
教
授
、
17

年
４
月
に
教
授
に
。
専
門
分
野
は
美

術
史
、
考
古
学
で
、
今
回
の
受
賞

は
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
教
会
祭
壇
の

類
型
を
体
系
化
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。

　

奈
良
澤
さ
ん
の
研
究
対
象
と
な
っ

た
の
は
、「
南
ガ
リ
ア
」
と
称
さ
れ

た
地
中
海
沿
岸
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
な

ど
３
地
方
に
ま
た
が
る
地
域
で
、
教

鶴
ヶ
島
市
が
東
京
五
輪
の

　
　
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

世
界
最
高
タ
イ
記
録
・
日
本
最
高
記
録
を
樹
立

陸
上
競
技
の
渡
部
佳
朗
選
手

奈
良
沢
由
美
氏
が
学
士
院
賞
を
受
賞

会
祭
壇
は
４
５
４
点
に
の
ぼ
る
。
奈

良
澤
准
教
授
は
、
約
２
０
０
か
所
に

つ
い
て
現
地
に
赴
き
、
形
態
、
素
材
、

規
格
、
装
飾
、
意
匠
に
つ
い
て
詳
細

な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
に
つ

い
て
「
祭
壇
は
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
美
術

の
面
で
は
地
味
な
対
象
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
研
究
が
手
薄
だ
っ
た
。
奈
良

澤
氏
の
研
究
は
、
失
わ
れ
て
い
く
文

化
遺
産
を
記
録
す
る
国
際
的
な
取
り

組
み
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
」
と
評

価
を
受
け
て
い
る
。

　

10
月
14
日
に
は
、
受
賞
特
別
記
念

講
演
「
南
フ
ラ
ン
ス
の
キ
リ
ス
ト
教

祭
壇
―
―
地
域
文
化
財
の
記
録
と
保

存
」 

が
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　姉妹校である城西大学（ＪＵ）ので話題、活躍の選
手、受賞などについて紹介します。ＪＵでは

城
西
大
学
が
連
携
協
力

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
父
母
後
援
会
は
、
大
学
と
保

護
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
活

動
し
て
い
ま
す
。
各
地
で
父
母
地
区
懇
談

会
も
開
い
て
い
ま
す
。
大
学
か
ら
遠
い
地

域
に
住
む
保
護
者
は
、
自
分
の
子
供
た
ち

が
通
う
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
職
員
と
接
触
す

る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

の
が
実
情
で
す
。
地
区
懇
談
会
は
、
い
わ

ば
「
出
張
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
学
生
第
一
主
義
に
考
え
、
教

育
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
安
心
し

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
父
母
後
援
会
は
、
大
学
と
保
護

者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
全
国

11
の
地
域
で
父
母
地
区
懇
談
会
を
開
い
て

い
る
。
今
年
度
は
、
６
月
の
神
奈
川
を
皮

切
り
に
茨
城
、
山
梨
、
埼
玉
、
四
国
、
静

岡
、
東
北
、
新
潟
、
群
馬
、
栃
木
で
開
催
し
、

12
月
２
日
に
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
千
葉
（
全

国
）
懇
談
会
が
開
か
れ
る
。
大
学
か
ら
遠

い
地
域
に
住
む
保
護
者
は
、
自
分
の
子
供

た
ち
が
通
う
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
職
員
と
接

触
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
。
地
区
懇
談
会
は
、い
わ
ば「
出
張
キ
ャ

ン
パ
ス
」
だ
。

　

松
山
市
で
は
、
７
月
29
日
に
「
四
国
（
松

山
）
地
区
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
た
。

て
学
べ
る
大
学
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

活
動
も
盛
ん
で
、
体
育
館
、
高
円
宮
殿
下

記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
千
葉
県
内
屈

指
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
整
っ
て
お
り
ま
す
。

　

父
母
後
援
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
大
学
の
発
展
を
願
い
、

こ
れ
か
ら
も
大
学
と
一
体
と
な
っ
て
、
さ

ら
に
良
き
Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
し
て
い
こ
う
、
と
努

め
て
お
り
ま
す
。
父
母
と
大
学
・
教
職
員

を
結
ぶ
架
け
橋
役
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

父
母
後
援
会
・
大
矢 

務
会
長
　
ご
あ
い
さ
つ

地
区
懇
談
会

　

成
績
面
談
は
大
学
か
ら
遠
い
松
山
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
一
人
40
分
程
時
間
を
と
っ

た
。
ま
た
、
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

地
元
の
13
高
校
か
ら
、
計
19
人
の
高
校
生

が
訪
れ
、
ミ
ニ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
形
式
と

し
て
説
明
会
も

行
っ
た
。

　

ま
た
、
９
月

２
日
に
は
、
山

形
市
内
で
東
北

地
区
父
母
懇
談

会
を
開
催
し

た
。

全体会で挨拶する杉林堅次学長

　「ＪＩＵグッズ」は、こんなにたくさんあります（写
真）。記念にどうぞ。大学祭などの行事に合わせて

「ＪＩＵグッズ」の販売所を設けています。問い合わ
せは、総務課（０４７５－５５－８８００）へ。

▶
ロ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
（
※
）

▶
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
（
※
）

▶
メ
ジ
ャ
ー

ワールドクロック▶

六
玉
川
タ
ン
ブ
ラ
ー
◀

メモ帳▲

ペンケース▲

▶
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
※
）

　第 94 回東京箱根間往復大学駅伝競走 ( 箱根駅伝 )
の予選会は、10 月 14 日、東京都立川市で行われ、
姉妹校の城西大学男子駅伝部は、10 時間８分 50 秒
で総合８位となり、２年ぶり 14 回目の本戦への出場
を決めた。シード権奪取と過去最高の５位入賞を掲げ
て箱根路に臨む。
　ＪＩＵのみなさんも応援よろしくお願いします！

号外　　　２年ぶりに箱根シード権奪取
14回目の本戦出場決める――男子駅伝部

▶
ウ
ッ
ド
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー

▶
ス
プ
ー
ン

※	「ブルガリアンウォーター」「ローズクリーム」「リップバーム」の３点は	杉林学長の研究開発
商品です（	「リップバーム」は文房具の筆ペン容器からヒントを得、化粧品容器を作りました）



特
待
生
入
試
を
実
施
！ 

―
―
全
学
部
で
授
業
料
全
額
ま
た
は
半
額
免
除

　

２
０
１
８
年
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
が
終
結
し
て
か
ら
１
０
０
年
目
に

当
た
る
。
飯
倉 

章
・
国
際
人
文
学

部
教
授
＝
写
真
＝
は
い
ま
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
『
１
９
１
８
年
、
ド
イ
ツ

軍
は
な
ぜ
敗
れ
た
か
』（
仮
題
）
の

出
版
準
備
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
、

『
第
一
次
世
界
大
戦
史
』（
中
公
新
書
）

を
出
版
し
、
新
聞
・
雑
誌
の
書
評
欄

を
に
ぎ
わ
せ
た
。
大
戦
当
時
の
新
聞

や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
風
刺
画
や
肖

像
画
を
豊
富
に
盛
り
込
み
「
諷
刺
風

と
と
も
に
見
る
指
導
者
た
ち
」
と
の

副
題
が
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
著
書
の
伏
線
・
下
地
に

な
っ
た
の
は
「
黄
禍
（
イ
エ
ロ
ー
・

ペ
リ
ル
）」
を
め
ぐ
る
欧
米
諸
国
の

　

一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程
（
２
０
１
８

年
1
月
28
日
（
日
））
に
お
い
て
、
全

学
部
を
対
象
に
し
た
特
待
生
入
試
を

実
施
す
る
。
特
待
生
に
選
ば
れ
る
と
、

授
業
料
が
全
額
ま
た
は
半
額
免
除
と

な
る
。
対
象
者
は
全
体
で
59
名
。

　

特
待
生
入
試
は
、
本
学
な
ら
び
に

学
部
・
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
を
体
現
す
る
意
欲
を
有
し
、

一
般
入
学
試
験
で
成
績
上
位
合
格
者

に
対
し
て
学
費
免
除
を
す
る
特
待
生

制
度
。

　

薬
学
部
で
は
6
年
間
授
業
料
を
全

額
ま
た
は
半
額
免
除
、
看
護
学
部
と

福
祉
総
合
学
部
理
学
療
法
学
科
で
は

4
年
間
授
業
料
を
全
額
ま
た
は
半
額

免
除
、
そ
の
ほ
か
の
学
部
・
学
科
で

は
初
年
度
の
授
業
料
を
全
額
ま
た
は

半
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
。
特
待
生

入
試
の
募
集
定
員
は
下
記
の
通
り
。

【
募
集
定
員
】

■
看
護
学
部
看
護
学
科

　

４
年
間
授
業
料
全
額
免
除
（
Ｓ
特
待

生
）
…
…
…
…
募
集
定
員
５
名

　

４
年
間
授
業
料
半
額
免
除
（
Ａ
特
待

生
）
…
…
…
…
募
集
定
員
５
名

■
薬
学
部
医
療
薬
学
科

　

６
年
間
授
業
料
全
額
免
除
（
Ｓ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
５
名

　

６
年
間
授
業
料
半
額
免
除
（
Ａ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
８
名

　

城
西
国
際
大
学
は
、
今
年
、
創
立
25
周

年
を
迎
え
た
。
地
域
に
寄
り
添
う
国
際
的

な
総
合
大
学
と
し
て
四
半
世
紀
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
。「
そ
の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
ふ
さ
わ

し
い
広
報
誌
を
、
他
大
学
に
負
け
な
い
充

実
し
た
内
容
に
」
と
い
う
声
を
受
け
、
多

く
の
方
々
の
助
力
の
も
と
『
学
ぶ
』
を
発

刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
の
創
立
者
の
水
田

三
喜
男
先
生
は
、建
学
の
理
念
と
し
て「
学

問
に
よ
る
人
間
形
成
」
を
掲
げ
た
。
表
紙

の
「
学
ぶ
」
の
字
は
、
千
葉
県
在
住
の
著

名
な
書
道
家
の
辻
元
大
雲
さ
ん
に
お
願
い

し
た
。
こ
の
建
学
の
理
念
に
通
底
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
東
金
、
安
房
鴨
川
と
東
京
・

紀
尾
井
町
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、
約

６
４
５
０
人
が
学
ぶ
。
ほ
と
ん
ど
が
、
20

歳
代
の
若
者
だ
。
ど
ん
な
大
企
業
や
大
組

織
と
比
べ
て
も
、
大
学
ほ
ど
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
満
ち
て
い
る
場
所
は
な
い
。
そ
こ

に
教
職
員
、
同
窓
生
、
父
母
、
地
域
の
方
々

の
熟
練
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
加
わ
り
、「
知

の
世
界
」
を
形
成
し
て
い
る
―
―
そ
れ
が

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
ろ
う
。『
学
ぶ
』は
、

そ
こ
に
集
ま
り
、
散
じ
た
人
々
の
「
姿
」、

「
動
き
」
を
切
り
取
り
、
編
集
・
発
刊
し

た
も
の
で
あ
る
。　
　
（
発
行
・
総
務
課
）

【
編
集
後
記
】

日
本
観
の
研
究
で
あ
る
。「
黄
禍
論
」

は
、
日
清
戦
争
末
期
の 

１
８
９
５

年
ご
ろ
か
ら
欧
州
で
唱
え
ら
れ
た
黄

色
人
種
警
戒
論
の
こ
と
だ
。
日
清
戦

争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
は
、
欧
州

の
白
人
の
間
に
黄
色
人
種
に
対
す
る

警
戒
を
強
め
た
。
特
に
ド
イ
ツ
皇
帝

の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世
は
、「
黄
禍
」

に
対
し
て
、
欧
州
は
一
致
し
て
対
抗

す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
。
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
２
世
は
、「
黄
禍
の
図
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
寓
意
画
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
諸
国
民
よ
、
汝
ら
の
信
仰

と
祖
国
の
防
衛
に
加
わ
れ
！
」
を
世

界
に
広
め
た
。
日
清
戦
争
に
勝
利
し

た
日
本
に
対
し
て
、
露
・
独
・
仏
が

自
ら
の
三
国
干
渉
を
正
当
化
す
る
た

め
に
浴
び
せ
た
人
種
差
別
政
策
だ
っ

た
。「
黄
禍
論
」
は
、
続
く
日
露
戦

争
の
日
本
勝
利
で
欧
米
全
体
に
広

ま
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

　
「
黄
禍
論
」
に
関
連
し
て
、
飯
倉

教
授
は
、
す
で
に
『
イ
エ
ロ
ー
・

ペ
リ
ル
の
神
話
―
―
帝
国
日
本

と
「
黄
禍
」
の
逆
説
』（
彩
流
社
、

２
０
０
４
年
）
▼
『
日
露
戦
争
諷
刺

画
大
全
』
上
・
下
巻
（
芙
蓉
書
房
出

版
、
２
０
１
０
年
）
▼
『
黄
禍
論
と

日
本
人
―
―
欧
米
は
何
を
嘲
笑
し
、

恐
れ
た
の
か
』（
中
央
公
論
新
社
、

２
０
１
３
年
）
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

飯
倉
教
授
は
「
国
際
大
学
の
大
学

院
国
際
関
係
学
研
究
科
の
院
生
だ
っ

た
時
に
、
日
露
戦
争
研
究
の
一
環
と

し
て
当
時
の
英
米
独
仏
の
新
聞
・
雑

誌
な
ど
を
読
み
漁
り
ま
し
た
。
日
本

観
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
独
露
仏

が
『
黄
禍
論
』
を
唱
え
た
の
に
対
し

て
、
英
米
の
雑
誌
は
多
少
の
例
外
が

あ
っ
た
に
し
ろ
、
そ
れ
に
反
論
し
て

い
た
」
と
い
う
。

　

そ
の
「
黄
禍
論
」
を
主
唱
し
て
い

た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世
の
ド
イ
ツ
帝

国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
英
仏

露
、そ
し
て
日
米
と
も
戦
っ
て
敗
れ
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世
も
退
位
に
追
い

込
ま
れ
た
。

　

日
露
戦
争
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦

ま
で
。「
黄
禍
論
」
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
各
国
の
指
導
者
が
他
国
を
ど
の

日
露
戦
争
・
第
一
次
大
戦
時
、各
国
指
導
者
は
戦
争
を

ど
の
よ
う
に
始
め
、ど
の
よ
う
に
終
わ
ら
せ
た
か

飯
倉 

章 

国
際
人
文
学
部
教
授

よ
う
に
見
て
、
戦
争
を
始
め
、
終
わ

ら
せ
た
の
か
、
当
時
の
社
会
風
潮
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
―
―
飯
倉
教
授
の

著
作
は
、
そ
の
よ
う
な
点
を
生
き
生

11月４日（土）・５日（日）	■第26回大学祭「JIUフェスティバル」
	 　テーマ：「輪	～Make	everlasting	connectionskara～」
11月18日（土）	 ■父母後援会・新潟地区懇談会
12月２日（土）	 ■父母後援会・千葉全国地区懇談会（東金キャンパス）
	 ■ライトフェスティバル
12月25日（月）	 ■授業終了
	１月９日（火）	 ■授業再開
	３月15日（木）	 ■学位記授与式・卒業式

【今年度の主要行事】

3031 3031

き
と
伝
え
て
い
る
。次
作『
１
９
１
８

年
、
ド
イ
ツ
軍
は
な
ぜ
敗
れ
た
か
』

が
待
た
れ
る
。

著者に
会いに
行く

■
福
祉
総
合
学
部
理
学
療
法
学
科

　

４
年
間
授
業
料
全
額
免
除
（
Ｓ
特
待

生
）
…
…
…
…
募
集
定
員
４
名

　

４
年
間
授
業
料
半
額
免
除
（
Ａ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
４
名

■
メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学

科
（
映
像
芸
術
コ
ー
ス
）
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

初
年
度
授
業
料
全
額
免
除
（
Ｓ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
４
名

　

初
年
度
授
業
料
半
額
免
除
（
Ａ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
４
名

■
福
祉
総
合
学
部
福
祉
総
合
学
科
／

環
境
社
会
学
部
環
境
社
会
学
科
／

　

経
営
情
報
学
部
総
合
経
営
学
科
／

　

メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学

科
（
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
）

千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

　

国
際
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
／

国
際
人
文
学
部
国
際
交
流
学
科
／

　

観
光
学
部
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
学
科
の
7
学
科
合
計

　

初
年
度
授
業
料
全
額
免
除
（
Ｓ
特
待

生
）
…
…
…
… 

募
集
定
員
10
名

　

初
年
度
授
業
料
半
額
免
除
（
Ａ
特
待

生
）
…
…
…
…
募
集
定
員
10
名

　
　

選
考
日
当
日
に
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
こ
と
で
特
待
生
入
試
の
選
考
対

象
と
な
る
。
な
お
、
す
で
に
Ａ
Ｏ

方
式
入
試
や
推
薦
入
学
で
入
学
予

定
の
方
や
、
今
後
12
月
ま
で
の
入

学
試
験
を
受
験
予
定
の
方
に
つ
い

て
も
、
特
待
生
入
試
を
無
料
で
エ

ン
ト
リ
ー
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
の

注
意
事
項
は
左
記
の
通
り
。

◆
看
護
学
部
の
「
高
得
点
２
科
目
入

試
」
は
、
合
否
判
定
は
「
高
得
点

の
２
科
目
」
で
判
定
し
、
特
待
生

の
選
抜
は
「
３
科
目
」
の
合
計
で

選
抜
。

◆
選
考
科
目
に
面
接
を
課
し
て
い
る

場
合
、
特
待
生
の
選
抜
に
は
面
接

の
評
価
は
含
ま
な
い
。

◆
Ｓ
特
待
生
：
３
科
目
合
計
の
得
点

率
が
80
％
以
上
の
成
績
上
位
者
で

募
集
定
員
枠
内

　

Ａ
特
待
生
：
３
科
目
合
計
の
得
点

率
が
70
％
以
上
の
成
績
上
位
者
で

募
集
定
員
枠
内

◆
合
格
は
「
特
待
生
合
格
」
と
通
常

の
「
合
格
」
の
２
種
。

◆
Ａ
特
待
生
の
授
業
料
半
額
は
、
春

学
期
分
の
授
業
料
を
免
除
。

◆
看
護
学
部
看
護
学
科
／
薬
学
部
医

療
薬
学
科
／
福
祉
総
合
学
部
理
学

療
法
学
科
の
特
待
生
が
、
在
籍
中

に
「
留
年
」「
休
学
」「
懲
戒
処
分
」

「
学
生
の
本
分
に
著
し
く
反
す
る

行
為
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特

待
生
の
資
格
を
取
り
消
す
場
合
が

あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

城
西
国
際
大
学　

入
試
・
広
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
５
‐
５
５
‐
８
８
５
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